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Ⅰ はじめに 

（１） 趣旨 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「法」という）の規定により、平成

２０年４月１日から、教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、市

民に公表することが義務付けられています。 

この法の趣旨に基づき、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民に対する説明責

任を果たすことを目的として、海津市教育委員会の事務に関する点検及び評価を実施するも

のです。 

（２） 点検・評価の対象 

平成３１年３月に策定した「第2次海津市教育振興基本計画」における、教育委員会の所

管となる６つの基本目標のもと２０の施策を点検と評価の対象としています。 

（３） 点検・評価の方法と評価区分（基本施策ごとの評価について） 

点検・評価は、教育振興基本計画に基づき長期的な視野に立って教育行政を推進していく

ためには、Ｐ（Plan：計画）、Ｄ（Do：実行）、Ｃ（Check：点検・評価）、Ａ（Action：

改善）のマネジメントサイクルによる進行管理の中で毎年度点検・評価を実施し、評価結果

を十分に活用して次年度以降の具体的な事業を検討することが必要となります。そのため令

和元年度に実施した事業の取り組み状況を明らかにするとともに、今後の課題と対応の方向

性を示すこととしています。 

また、点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する外部の方から外

部検証評価と意見、助言をいただきます。 

（４） 点検・評価結果の構成 

ア. 基本目標・施策・施策方針 

海津市教育振興基本計画（第2次）に掲げる基本目標です。 

イ. 施策の進捗状況の評価と理由および方向性 

基本目標・施策に関する進捗評価を実施しています。また、進捗評価の理由および今

後の方向性についても記載しています。 

進捗の評価区分 

（４段階） 

S・・・・・・予定以上に進んでいる。 

A・・・・・・予定どおり進んでいる。 

B・・・・・・少し遅れている。 

C・・・・・・大幅に遅れている。 
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ウ. 参考とする指標 

第2次海津市総合計画による参考とする指標を示しています。 

エ. 基本施策に関する評価シート 

20の施策に掲げたそれぞれの「基本施策」をシートに取りまとめています。 

①基本施策〔取組目標 年度計画〕 

各施策に掲げられた取り組むべき目標とその年度の計画を示しています。 

②基本施策〔実績成果 課題〕 

年度計画の実施に伴いその内容と成果及び課題等を示しています。 

③内部評価 

基本施策に伴う実績成果・課題を踏まえ４段階評価をしています。 

◎・・・・・・十分達成 

○・・・・・・おおむね達成 

△・・・・・・やや不十分 

×・・・・・・達成できず 
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◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

学習状況調査結果より（対象：小６、中３）

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①「海津市小中学校の適正規模等に関する検討委員会」の設置と協議

取
組
目
標

児童生徒の減少が進む中で、学習環境の充実、指導の充実、教育水準の維持向上を図る観点から学校規
模の適正化や学校の小規模化に伴う諸問題への対応について継続的に協議します。

年
度
計
画

学校の小規模化に伴う課題を整理し、検討委員会において学校の適正規模等の検討を進
めます。

課
題

内部評価

★

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

学校が楽しいと思っている児童・生徒の割合 80% 100%

実
績
成
果

A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

拡充・推進

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施
策
方
針

今後、少子化が進むことが予想される中、義務教育の機会均等や教育水準の維持・
向上の観点を踏まえ、学校規模の適正化や学校の小規模化に伴う諸問題への対応に
ついて継続的に検討していきます。

評
価
段
階

施策の総合点検評価 担当課 教育総務課

基本目標 2 学校教育の充実 外部
検証
評価施　　策 8 児童・生徒の減少に伴う課題の検討

外部評価

記載事項説明書

内部評価（所属課）

◎ ○ △ ×

ｃｈｅｃｋ「Ｃ」（評価）

行政評価の実績値を記載

Ｐｌａｎ「Ｐ」（計画）

Ｄｏ「Ｄ」（実行）

Ａｃｔｉｏｎ「Ａ」（改善）

進捗の評価

S A B C

進捗評価の理由および施策の方向性などを記載

重

点

的

な

取

り

組

み

★「 」

第2次海津市教育振興基本計画における

「基本目標」と「施策の方針」と「基本施策」
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教育委員会の会議及び 

教 育 委 員 の 活 動 

Ⅱ
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Ⅱ 教育委員会の会議及び活動状況 

令和元年度の教育委員会の活動について、「教育委員会会議」と「学校訪問」などの項目に

分け、教育委員会自身による点検を行いました。 

（１）会議の開催 

教育委員会会議は、原則として毎月1回の予定で開催することとして、令和元年度

の開催は1３回、付議された議案は合計１０６に上りました。 

以下、令和元年度の開催状況の詳細を報告します。 

○令和元年度教育委員会会議の開催状況 

回 数 期  日 案 件 

第 １ 回 平成３１年４月３日（水）   ２件 

第 ２ 回 令和元年５月２２日（水） ２３件 

第 ３ 回 令和元年６月２１日（金）   ４件 

第 ４ 回 令和元年７月２４日（水）   ７件 

第 ５ 回 令和元年８月１３日（火）   ６件 

第 ６ 回 令和元年９月１８日（水） １３件 

第 ７ 回 令和元年１０月７日（月）   ２件 

第 ８ 回 令和元年１１月１４日（木）    ４件 

第 ９ 回 令和元年１２月１８日（水）    ６件 

第１０回 令和２年１月１７日（金）   ５件 

第１１回 令和２年２月５日（水）  １３件 

第１２回 令和２年３月５日（木）  １２件 

第１３回 令和２年３月２７日（金）    ９件 

合 計  １０６件 

 ア 議案について  

教育委員会の権限に属する事務の執行は、「海津市教育委員会教育長事務委任規則※1」

第２に掲げるものを除き、その権限を教育長に委任すると定められていますが、一方で、

同規則第３条は委任された事務についても重要かつ異例の事態が生じたときは教育委員会

の決定に委ねるとしており、実際には重要事項の多くは教育委員会の会議の場で決定さ

れ、令和元年度に付議された議案は全て会議規則に従い適切に処理されました。 

また、議事の終了後には事務局各課から事業の実績、進捗状況及び計画等について報告

又は説明を行い、今日的な教育課題への対応等、共通の認識を持ちつつ理解を深めること

と致しました。 
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海津市教育委員会教育長事務委任規則 （抜粋）※１ 

（事務委任） 

第２条 教育委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する事務を教育長に委任す

る。 

(1) 学校教育又は社会教育に関する一般方針を定めること。 

(2) 学校、図書館、博物館、公民館その他の教育機関の設置及び廃止を決定すること。 

(3) 1 件 1,000万円を超える教育財産の取得を市長に申し出ること。 

(4) 県費負担教職員の懲戒及び任免その他の進退について内申すること。 

(5) 県費負担教職員の服務の監督の一般方針を定めること。 

(6) 前 2号に定めるもののほか、人事の一般方針を定め、及び懲戒を行うこと。 

(7) 県費負担教職員以外の学校、図書館、博物館、公民館その他の教育機関及び事務 

局の職員(臨時的任用職員及び非常勤の職員を除く。)の任免その他の人事に関する 

こと。 

(8) 県費負担教職員以外の学校、図書館、博物館、公民館その他の教育機関及び事務 

局の職員(臨時的任用職員及び非常勤の職員を除く。)の懲戒に関すること。 

(9) 1 件 1,000万円以上の工事の計画を策定すること。 

(10) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃を行うこと。 

(11) 教育予算その他議会の議決を経るべき議案について意見を市長に申し出ること。 

(12) 法律若しくは、これに基づく政令又は条例に基づき置かれている附属機関の委員 

又は委員を委嘱すること。 

(13) 校長、教員その他の教育関係職員の研修の一般方針を定めること。 

(14) 学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設定し、又はこれを変更すること。 

(15) 公文書の公開の決定に関すること。 

(16) 個人情報の開示、請求及び削除の決定に関すること。 

(17) 地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和 31年法律第162号)第 26条の規 

定による点検及び評価に関すること。 

 イ 議事について 

簡易な事務手続き等の案件を除き、条例や規則の改正或いは事業計画の承認等、重要事項 

の審議は、問題意識を共有して事業効果の高い結果が得られるよう、事務局に詳細な説明を

求め、活発な議論が展開されました。 

また、事務局は、資料の提示や詳細な説明等、より多くの情報提供に努め、メリハリのあ

る会議の運営に努めました。 
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（２）その他の活動状況 

  教育委員は、教育委員会の会議以外にも研修や学校訪問等の実施或いは関連する教育団体

との懇談などに参加しました。 

①教育委員の研修状況 

事 業 名 期   日 場  所 内  容 

市外視察研修 令和元年１１月１４日（木） 
六華苑・海蔵寺・

九華公園 

社会教育分野等

の施設を視察 

②教育委員の学校等訪問 

教育委員会会議の開催に合わせて、令和元年度においては市内の小・中学校等を訪問 

し、子どもたちの学びの様子や学校の運営方針、施設、教育環境、授業等、様々な視点 

で、その学校の良さや、抱えている課題などを把握することに努めました。 

期   日 訪問先等 

５月 
２２日（水） 吉里小学校 

２９日（水） 今尾小学校 

６月 

３日（月） 高須小学校 

６日（木） 下多度小学校 

１３日（月） 東江小学校 

２０日（木） 石津小学校 

２８日（金） 城南中学校 

７月 
２日（火） 高須認定こども園 

５日（金） 大江小学校 

９月 
１８日（水） 今尾認定こども園 

２６日（木） 日新中学校 

１０月 
９日（水） 城山小学校 

３０日（水） 西江小学校研究発表会 

１１月 

１５日（金） 石津認定こども園 

２１日（木） 平田中学校研究発表会 

２７日（水） 海西小学校研究発表会 
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③総合教育会議への出席 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正に伴い、平成27年度から「海

津市総合教育会議」を設置しました。会議は市長と教育委員会で構成され、互いが十

分な意思疎通を図り教育課題を共有して、より一層民意を反映した教育行政を推進す

るために市長が招集するもので、以下のとおり開催され出席しました。 

回  数 期   日 場  所 案  件 

第１回 令和元年９月１８日（水） 
海津市役所 東館 

４－２会議室 
３件 

第２回 令和２年２月 ５日（水） 
海津市役所 東館 

４－２会議室 
２件 

④教育委員の関係行事等への出席 

期   日 主要行事等 場   所 

4 月 

３日（水） 小中学校教職員「着任式」 文化センター 

８日（月） 小中学校「入学式」 各小中学校 

9日（火） 認定こども園「入園式」 各認定こども園 

５月 
２５日（土） 運動会 高須小学校 

３０日（木） スポーツフェスタ 平田中学校 

9月 

1２日（木） 体育大会 日新・城南中学校 

1４日（土） 
運動会 東江・大江・西江小

学校 

２１日（土） 運動会 吉里・今尾小学校 

２４日（火） 運動会 海西小学校 

２８日（土） 
運動会 

石津・城山・下多度

小学校 

1月 ２４日（金） 教育研究大会 文化センター 

3月 

６日（金） 卒業式 各中学校 

２５日（水） 卒業式 各小学校 

２６日（木） 
小中学校教職員「離任式」中止 

認定こども園「卒園式」 

文化センター 

各認定こども園 

⑤広報活動 

定期的に開催する教育委員会会議をはじめとして、その主な活動は、海津市ホームペ

ージで公開しました。 

今後もより一層、市民の皆様のご理解とご協力を得るため、広報紙やホームページ

等、既存のメディアの活用方法を工夫する必要があると考えています。 

-8-



教育委員会の施策 

点 検 ・ 評 価 

Ⅲ
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（１）教育振興基本計画の基本理念 

  本市は、平成29年(2017年)3月にまちづくりの基本的な方向を示す「第2次総合計

画」を策定しました。本市の優れた自然環境の中で、安心して子育てができ、働き、生活が

できるまちとなるように、目指すべき将来像として「水と緑と人がきらめく 輪でつながる

まち 海津」を掲げております。その中で、教育施策の柱として「個性と創造性を培うここ

ろ豊かなまちづくり」を進めています。 

  一方、教育の一層の振興を図っていくためには、今後の本市の教育を見据えた基本的な方

向を明確にするとともに、その実現に向けて、どのような教育施策を、どのように進めてい

くかを明らかにしていく必要があります。 

  そのため、海津市教育振興基本計画の基本理念を引き続き「いのちをつなぐ教育」として

継承し、市民が心豊かな一人一人がともに生きる喜びを感じる教育を目指しています。 

（２）基本的観点 

  世代をつなぐ 『世代がつながり 生き方を育む』 

   ①「生きる力」の基礎を育み、自立できる力をつける。 

   ②「生きる力」を育み、豊かな人間性を身につける。 

   ③生きがいと共生を地域の中での学習活動を通して目指す。 

   ④多様なニーズを要する子どもたちに学習支援の充実を目指す。 

  地域をつなぐ 『地域がつながり 生きる喜びを感じる』 

   ①家庭の教育力を高めるための学習機会や情報提供を充実させる。 

   ②地域がつながり、地域ぐるみで良好な環境づくりを進め、青少年の健全育成 

を進める。 

   ③地域に根ざし、市民のつながりを生み出すスポーツ・レクリエーション活動の 

活性化を図る。 

   ④歴史上や姉妹都市等、関わりのある市町とのつながり、交流を行い、地域づくり 

を進める。 

 心をつなぐ 『心がつながり 愛情と思いやりに溢れる人を創る』 

   ①心のふれあいを大切に、温かい人間関係をつくる。 

   ②海津の文化を愛し、継承・発展を進め、郷土を愛する心を育む。  

【基本理念】

心豊かな一人一人がともに生きる喜びを感じる教育
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世
代
を
つ
な
ぐ

地
域
を
つ
な
ぐ

心
を
つ
な
ぐ

心
豊
か
な
一
人
一
人
が
と
も
に
生
き
る
喜
び
を
感
じ
る
教
育

「い
の
ち
」を
つ
な
ぐ
教
育

【基
本
理
念
】

【基本的観点】

（３）計画の体系

施策４ 教育環境の整備・充実

基本目標２ 学校教育の充実

施策３ 生きる力を育む教育の推進

施策５ 豊かな心の育成

施策６ 教職員の資質の向上

施策７ 学校給食の充実及び食育の推進

施策８ 児童・生徒の減少に伴う課題の検討

施策 10 多様な学習機会の提供

基本目標３ 生涯学習環境の整備・充実

施策９ 継続的な学習・交流の場の形成

施策 11 新たな学習活動への支援

施策 13 家庭と地域の教育力向上の推進

基本目標４ 青少年の健全育成・地域交流の推進

施策 12 地域で進める青少年の健全育成

施策 14 地域間交流・多文化共生の推進

施策 16 豊かな自然と文化財を愛する心の育成

基本目標５ 文化の振興

施策 15 文化の継承と発展

施策 17 生きがいと共生、文化芸術活動の推進

施策 19 スポーツ施設・備品の充実

基本目標６ スポーツ活動の振興

施策 18 スポーツ活動の充実

施策 20 スポーツ指導者・団体の育成

施策２ 子育て家庭への支援の充実

基本目標１ 子ども・子育て支援の充実

施策１ 就学前教育・保育の総合的な提供
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(４)内部進捗評価一覧表

A

基　本　施　策 進捗評価

A

A

A

A

A

A

A

学校施設の老朽化対策及び長寿命化対策の推進

教育環境における情報機器設備の充実

海津市小中学校の適正規模等に関する検討委員会の設置と協議

○

②

①

A

社会教育施設などの整備とネットワーク化

学習情報の収集・整備

生涯学習ニーズの把握

認定こども園における幼児教育の推進

小学校との連携

配慮が必要な子どもへの支援

就学前教育・保育施設の整備

保育教諭の資質向上

多様な子育て支援サービスの充実

相談体制の充実

情報提供の充実

「軸」を明確にした学校経営の推進

学びに向かう力を高める取組の充実

多様なニーズを要する子どもに対応した教育機会の充実

学校給食センターの効率的な運用・整備

学校における事務負担の軽減

給食の提供における緊急対応

①

安全な通学路の確保

道徳教育の充実

多様な体験活動の推進

人権同和教育の推進

「海津市教育のスタンダード」の活用

教職員研修の充実

特別支援教育に関わる教職員の研修

キャリア教育の推進

郷土学習の推進

【施策５】　豊かな心の育成

学校給食の衛生管理と事故防止の徹底

研究授業や公開授業、交流授業などの促進

④

①

学校給食の充実

【基　本　目　標　の　施　策】 担当課

【施策２】　子育て家庭への支援の充実 こども課

【施策３】　生きる力を育む教育の推進 学校教育課

○

⑧ ○

【施策１】　就学前教育・保育の総合的な提供 こども課

⑤ ○

② ○

③ ○

④

⑤

○

③

外国語活動の充実

○

② ○

③ ○

「基本目標３」　生涯学習環境の整備・充実

【施策９】　継続的な学習・交流の場の形成 社会教育課

◎

⑤ △

③ △

① ○

② ○

⑥

【施策8】　児童・生徒の減少に伴う課題の検討 教育総務課

○

③

① ◎

③ ○

④ ○

⑤ ○

【施策7】　学校給食の充実及び食育の推進 教育総務課(給食ｾﾝﾀｰ)

○

○

○

子どもと向き合う時間の確保

地域全体で取組む食育の推進

学校教育課

【施策6】　教職員の資質の向上 学校教育課

○

① ○

②

① ○

② ○

③

⑥ ○

⑦

確かな学力を身につけることで「生きる力」を育む指導の充実

基礎的な知識・技能を着実に身につける指導や取組の充実

思考力・判断力・表現力などを育成する指導や取組の充実

○

②

○

○

第2次海津市教育振興基本計画　　「基本目標」

内部評価

①

③ ○

◎

【施策４】　教育環境の整備・充実 教育総務課・学校教育課

④ ○

⑨

○

「基本目標２」　学校教育の充実

① ○

② ○

○

「基本目標１」　子ども・子育て支援の充実
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A

A

基　本　施　策 進捗評価

A

A

A

A

A

A

③

スポーツ団体の育成

指導者の育成と確保及び活用

競技スポーツ活動の支援

体育施設の充実

スポーツ備品の充実

スポーツ観戦機会の創出

市民参加型スポーツ活動の推進

高齢者や障がい者スポーツ活動の推進

子どものスポーツ活動の推進

○

② ○

【施策19】　スポーツ施設・備品の充実 スポーツ課

①

○

③ ○

④ ○

「基本目標６」　スポーツ活動の振興

【施策18】　スポーツ活動の充実 スポーツ課

歴史民俗資料館運営の充実

自然・歴史資源の発見と活用

文化財の情報発信と周知 ○

○

②

社会教育課

① ○

②

多様な文化芸術活動の支援

市民参加型による芸術創作活動の奨励

文化や芸術に親しむ機会の提供

市民文化活動への支援

×

③ ◎

④ ○

A

A

①

「基本目標４」　青少年の健全育成・地域交流の推進

①

④ ○

○

② ○

③ ○

社会教育課

青少年教育の充実と地域社会の教育力の向上

組織的な活動の充実

子どもの生活習慣の確立に向けた支援

「こども健全育成指針」の推進

【施策12】　地域で進める青少年の健全育成

文化資源の活用

文化財や伝統芸能の資料収集及び調査研究

指定文化財の保存・保護活用、後継者の育成

多文化共生の推進

交流教育の充実

「基本目標５」　文化の振興

○

②

地域と連携した活動の充実

子育て学習の提供と家庭教育相談体制の充実

「あたりまえ」のことができる家庭教育支援」の推進①

社会教育課

③

社会教育課【施策16】　豊かな自然と文化財を愛する心の育成

②

①

【施策１0】　多様な学習機会の提供 社会教育課

① 生涯学習活動と指導者の育成

【施策13】　家庭と地域の教育力向上の推進 社会教育課

④ ○

○

③ ○

① ○

②

②

【施策17】　生きがいと共生、文化芸術活動の推進

【施策14】　地域間交流・多文化共生の推進 社会教育課

①

○

③ ○

○

② ○

① ○

②

○

○

A

文化財指定基準の運用

【施策15】　文化の継承と発展

○

③ ○

学習機会の充実

高齢者のもつ技能の伝承

学習活動を支援する人材の活用

○

③ ○

図書館や歴史民俗資料館などの学習機関の機能充実

生涯学習の意識啓発

○

① ○

②

【施策11】　新たな学習活動への支援 社会教育課

○

○

「基本目標３」　生涯学習環境の整備・充実

担当課

内部評価

第2次海津市教育振興基本計画　　「基本目標」

【基　本　目　標　の　施　策】

【施策20】　スポーツ指導者・団体の育成 スポーツ課
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890人 800人

待機児童数 0人 0人 0人

C 大幅に遅れている

施
策
方
針

　子どもたちの「生きる力」の基礎を育て、心身の発達を促します。

評
価
段
階

見直し・改善

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

S 予定以上に進んでいる

A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

★

継続･妥当

　交流活動や研修などを実施し、小学校や関係機関との情報の共
有・連携など支援体制の強化や保育教諭のスキルアップを図るこ
とができました。今後、少子化に伴い、市内１２の認定こども園
の今後の在り方について、適正配置や民営化などについて検討を
進めていく必要があります。

就学前教育・保育の総合的な提供

成　果　指　標

ー

○

外部
検証
評価

　公立認定こども園では、指導主事訪問の実施や県主催の研修会や園内研を通
じて、指導計画や指導方法を学びます。また、園生活においてさまざまな体験
を導入するよう努めます。

　公立は幼保連携型認定こども園のため、市教委訪問や指導主事訪問による指
導や県総合教育センター主催の研修会・園内研修を通じて、乳幼児の指導方法
を学び、幼児教育・保育の質の向上を図ることができました。また、お茶会、
梅狩り、園外保育や高齢者との交流など、さまざまな体験を導入することがで
きました。

内部評価

1 子ども・子育て支援の充実

取
組
目
標

○

②小学校との連携強化

　指導・研修の内容は、園内研修の場を活用し情報共有、意見交換を行ってい
ますが、すべての保育教諭が参加できる時間の確保が課題です。

○

実
績
成
果

1

拡充・推進

継続・妥当

縮小・休止

廃止検討

取
組
目
標

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

課
題

年
度
計
画

◎ 十分達成

①認定こども園における幼児教育の推進

策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

特定教育・保育施設　延べ利用者数 1,050人

（５）施策の総合点検評価 担当課 こども課

基本目標

施　　策

A

実
績
成
果

年
度
計
画

　子どもがのびのびと活動できる環境設定とふさわしい基本的生活習慣、規範意識、道徳性が
身につくよう指導計画や指導方法の充実を図ります。また、自然体験、生活体験、社会体験の
学習機会の導入に努めます。

　幼保小連携協議会などを通じて、園児と児童の交流や教職員と保育教諭の交流を実施し、相
互に子どもの発達や学びに対する理解を深め連携強化を図ります。また特別に配慮を要する子
どもについては、関係諸機関と情報を共有し、途切れのない支援を繋げます。

おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　各小学校に設置された幼保小連携協議会を通じて、園児と児童・教職員と保
育教諭の交流を実施し、一層の相互理解を深め連携を図ります。また、特別に
配慮を要する子どもについては、関係機関と連携して適切な支援に繋げます。

内部評価

　園児と児童の交流活動を年５回実施し、小学校への円滑な接続を図ることが
できました。教職員による保育参観を実施するなど、就学に向けて園児の情報
共有を図りました。交流活動の中で、就学した園児の成長を見ることができた
のは、とても良い機会でした。

-14-



ー

課
題

年
度
計
画

　市発達支援センターが中心となり、巡回相談を通じて障がいなどの早期発見、早期支援に努
めます。また、障がいのある子を受け入れるように、保育教諭などを加配する療育支援体制強
化事業を促進します。

◎

　就学前の子どもが同一水準で質の高い教育・保育を受けられるように、海津市幼児教育・保
育研究会での研究・研修を進めます。また、認定こども園での教育・保育内容の充実を目指
し、市の保育協会などによる各種研修や交流機会を充実し、保育教諭などの資質向上を図りま
す。

△ やや不十分

× 達成できず

　人口減少に対応して、公立認定こども園の適正配置に関する方針について検
討します。また、各園ごとに洪水時、または、土砂災害時における避難確保計
画を作成し、災害時に一時避難ができるよう施設の環境整備に努めます。

○

○

△

取
組
目
標

実
績
成
果

やや不十分

×

取
組
目
標

　人口減少に対応した市内全域における就学前施設の適正配置の検討を進めます。また、子ど
もが安全で安心して生活でき、災害発生時にも一時避難ができる安全な施設や設備の環境整備
に努めます。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

内部評価

　未就学児の地域ごとの人数を勘案し、各園ごとにヒアリングを実施し、市子
ども・子育て支援事業計画に沿った定員の設定を行いました。また、水防法及
び土砂災害防止法に基づいた避難確保計画を作成し、利用園児や職員等が有事
の際において円滑かつ迅速な対応が図れるよう努めることができました。

　少子化に鑑み、公立認定こども園の統廃合も視野に入れ、適正配置に関する
具体的な方針を早期に打ち出す必要があります。

　毎年テーマを決めて、市幼児教育・保育研究会を年５回開催し、研究・研修
を進めます。また、市保育協会による研修会に参加し、公立・私立の保育教諭
の資質向上を図ります。

 「人と関わる力」をテーマに市内全園の保育教諭と小学校教諭（代表３校）
が公開保育や公開授業を通じて研究・研修会（年５回）を実施しました。ま
た、市保育協会主催の研修（5回）を実施し、公立・私立の保育教諭のスキル
アップを図ることができました。

○

ー

　保育教諭不足の中、研修の時間を定期的に確保することが困難となっていま
す。小学校教諭も同様に公開保育の時は、午前中４限分の授業時間を割くこと
になるため、研修時間の確保が難しい状況です。

年
度
計
画

課
題

内部評価

実
績
成
果

課
題

◎ 十分達成

○ おおむね達成

取
組
目
標

実
績
成
果

⑤保育教諭の資質向上

年
度
計
画

★

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

内部評価

④就学前教育・保育施設の整備

　市発達支援センター主催の巡回相談（年2回）や自主研修会（年8回）を通
じて、障がいなどの早期発見や適切な支援について情報を共有し、指導方法を
学びます。障がいのある子を受け入れるよう療育支援体制強化事業を活用し、
体制を整えます。

　巡回相談（年2回）や自主研修会（年8回）を実施し、関係機関と連携を図
り、障がいなどの早期発見や適切な支援について情報を共有し、適切な指導を
行いました。

　療育支援体制強化事業を活用し体制を整備しましたが、専任保育士を配置す
ることができないなど、保育士不足が課題となっています。

③配慮が必要な子どもへの支援

課
題

十分達成

○

達成できず

おおむね達成

　園児と小学生との交流は実施されていますが、職員同士の交流は、時間の確
保に難しさがあります。
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十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

★

○実
績
成
果

　令和２年度から５年間を計画期間とする「第２期海津市子ども・子育て支援
事業計画」を策定し、各年度における地域子ども・子育て支援事業を必要とす
る人数などの見込みと確保策を算出しました。共働き世帯が働きながら安心し
て子どもを預けられるよう低年齢児保育事業、延長保育事業、一時預かり事業
や留守家庭児童教室事業など、多様な子育て支援サービスを実施することがで
きました。

取
組
目
標

　子育て支援ニーズを把握し、計画的に子育て支援サービスを支援できる体制を整備します。
また、共働き世帯が働きながら安心して子どもを預けられるように低年齢児保育事業、延長保
育事業、一時預かり事業、留守家庭児童教室事業などの多様な子育て支援サービスの充実に努
めます。

年
度
計
画

　市民アンケート調査を踏まえ、令和２年度から5年間を計画期間とする「第
二期海津市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、幼児期の学校教育や保
育、地域の子育て支援を総合的に推進していきます。

内部評価

課
題

 「第２期海津市子ども・子育て支援事業計画」に掲げる子育て支援施策の環
境は整備されていますが、少子化の影響で数値目標が達成できない事業もある
ため、事業の見直しの検討が必要となります。

◎

留守家庭児童教室利用者数 360人 381人 360人

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①多様な子育て支援サービスの充実

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

地域子育て支援拠点　延べ利用者数 17,838人 13,842人 15,000人

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

　子育て支援施策は、海津市子ども・子育て支援事業計画に沿っ
て実施できています。今後は、ニーズの変化への柔軟な対応や、
妊娠期から子育て期に渡る包括的な支援体制の提供に努めて行き
ます。

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 2 子育て家庭への支援の充実

施
策
方
針

すべての家庭が安心して子育てでき、育てる喜びを感じられるように子育
て支援サービスを充実します。

評
価
段
階

拡充・推進

施策の総合点検評価 担当課 こども課

基本目標 1 子ども・子育て支援の充実 外部
検証
評価

継続･妥当

イラストまたは写真画像 イラストまたは写真画像

高須認定こども園（すこやか園舎） 今尾認定こども園
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× 達成できず

課
題

 「海津市子育て支援ガイド」を官民協働で定期的に作成していく予定であり
ましたが、見直し作業の工程や作成手順の再検討が必要となっています。市
ホームページ(以下「市HP」という。)のリニューアルにより、「海津市子育て
支援サイト（キッズコミュ）」から、新たな市ＨＰを活用して子育て情報を定
期的に発信していく方法が課題です。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

◎ 十分達成

○

取
組
目
標

 「海津市子育て支援ガイド」を定期的に作成し、子育てに携わる市民や転入者に配布し、子
育て支援サービスの利用を促進します。また、本市での子育てに関する情報を発信するホーム
ページ「海津市子育て支援サイト」の充実に努めます。

△ やや不十分

内部評価

おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

②相談体制の充実

ー
　令和元年１２月に、官民協働事業として「海津市子育て支援ガイド」を作成
し、在園児・転入者・子育て支援センター等で配布しました。また、「海津市
子育て支援サイト（子育てキッズコミュ）」を利用して子育て情報や園行事の
様子等を発信しました。

③情報提供の充実

年
度
計
画

　官民協働事業として「海津市子育て支援ガイド」を作成し、各園や子育て支
援センター等で配布し、子育て支援サービスの利用を促進します。また、「海
津市子育てサイト（キッズコミュ）やメール配信サービスにより、最新の子育
て情報を発信します。

○実
績
成
果

取
組
目
標

　地域子育て支援拠点事業を提供し、子育てに不安や悩みをもっている親に対する相談・援助
の機能を充実します。また、市民が積極的に子育て支援に関わることを促進し、地域子育て機
能の強化を図るとともに、子育てを支援する人材の育成に努めます。

年
度
計
画

　地域の身近な場所で、子育て相談や仲間づくりができる、市内10か所の地
域子育て支援拠点事業を継続して実施します。

内部評価

ー
○実

績
成
果

　未就園児とその保護者に対して、親子の交流する場の提供、育児相談、子育
て情報の提供や子育て講習会を実施し、3,456人の参加人数がありました。ま
た、地域の身近な場所で子育て中の「親」と「子」が孤立することがないよう
支援することができました。

課
題

　幼児教育・保育の無償化により、3歳児以上の保育料が無償となり経済的な
ゆとりが生まれ、入園する園児の低年齢化が進んでいるものの、少子化の影響
もあり、地域の子育て支援センターを利用する対象者も減少しています。

石津認定こども園 子育て支援センターかいづ
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100%

学習状況調査結果より（対象：小６、中３）

　各学校で教育計画を作成し、その計画に基づいて学習のねらいを明確にした
授業を行うことができました。各種全体計画・指導計画についても、全ての小
中学校で作成したものをまとめることができました。

十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

②確かな学力を身につけることで「生きる力」を育む指導の充実

取
組
目
標

　学習のねらいを明確にし、「生きる力」を一人一人に対し育成していくための指導の工夫と
充実を図ります。

年
度
計
画

　学習のねらいを明確にした、指導計画に基づいた教育を行います。また、各
種指導計画の作成状況を確認します

内部評価

ー
○実

績
成
果

★
○実

績
成
果

　各学校で校長が示す「軸」をもとに学校運営ができました。全ての小中学校
に、市教委訪問と生徒指導訪問をそれぞれ１回ずつ行いました。その訪問で
は、目指す子どもの姿を達成するための、教頭、教務主任、生徒指導主事の取
組について説明を聞き、助言を行いました。

取
組
目
標

　学校の特色を活かし、目指す子どもの姿をもとに目標を掲げ、それを具現化に向けた「軸」
を明確にした学校経営を行います。

年
度
計
画

　校長が「軸」を明確にした学校経営を行います。また、市教委訪問、生徒指
導訪問などの機会を通して達成状況を見届け支援をします。

内部評価

課
題

　地域の特色、児童数など学校の特色をさらに生かした学校経営を、校長の
リーダーシップのもとで行っていきます。引き続き、学校訪問の機会に各学校
の達成状況を見届ける必要があります。

◎

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①「軸」を明確にした学校経営の推進

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

85.3%

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる 　子どもたちに確かな学力をつけ「生きる力」を育むために各学
校において、指導や取組の充実が図られています。校長の「学校
経営案」に基づいて、思考力・判断力・表現力を育てる授業が行
われるように、デジタル教科書の活用や外国語教育のための人材
確保などを進めることができました。今後は、一人一台端末の有
効活用が進むように学校を支援するなど、学校教育の充実をさら
に推進していきます。

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

学校が楽しいと思っている児童・生徒の割合 80%

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 3 生きる力を育む教育の推進

施
策
方
針

子どもたちが確かな学力を身につけることで「生きる力」を育み、豊かな
人間性を育てていきます。

評
価
段
階

拡充・推進

施策の総合点検評価 担当課 学校教育課

基本目標 2 学校教育の充実 外部
検証
評価

継続･妥当
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課
題

　小学校の担任は、市外の出身者が多いため、地域のことを知る人材をボランティ
アで確保することは重要です。
　令和２年度には、一人１台タブレット端末が全児童生徒に導入が予定されていま
す。子どもたちの興味関心を引き出せるように、タブレット端末の活用方法につい
て教員研修の充実を図る必要があります。

◎ 十分達成

○実
績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　全ての小学校で、市内の校外学習を年間３０回程度実施しています。内容は自然
に触れたり施設で学んだりする体験活動が多いです。地域のボランティア講師を招
いての授業も多くの学校で行われました。
　全ての中学校でタブレットを活用した授業を各教科で行いました。総合的な学習
の時間での調べ学習、社会科での資料提示、数学科での問題提示などに活用できま
した。

⑤学びに向かう力を高める取組の充実

取
組
目
標

　独自の教材や学習環境を積極的に活用することで楽しい授業づくりを進めます。また、校外
学習や体験活動の機会を増やすことや、専門性の高い外部講師を招くなど、子どもたちの学習
に対する興味や関心を高めるように努めます。

年
度
計
画

課
題

　主体的・対話的で深い学びを目指す新学習指導要領が、小学校は令和2年度
から、中学校は令和3年度から本実施されます。実践を積み重ねながら、学校
全体でＩＣＴ機器などを活用した授業改善に努めていく必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

　全小学校で、ふるさとの魅力を見つけることができるような校外学習を実施
します。
　中学校ではどの子も活用できるように1クラス分のタブレットを導入しま
す。

内部評価

★

★
○実

績
成
果

　全ての学校で、思考力・判断力・表現力を高める指導の工夫を含む研究内容
で校内研究が行われました。研究会を通して、主体的・対話的で深い学びを実
現する授業の在り方を各学校で研修できました。また、西江小、海西小、平田
中で研究発表会を行い、教職員で研究成果を共有できました。

年
度
計
画

　研究授業を行い、思考力・判断力・表現力などを育成をめざします。
　タブレットや電子黒板などを活用し、様々な授業形態の工夫などの授業改善
に努めます。

内部評価

× 達成できず

④思考力・判断力・表現力などを育成する指導や取組の充実

取
組
目
標

　国語をはじめ各教科などにおいて、記録、要約、説明及び論述などの言語活動を取り入れ、
言語の力を高めるための学習環境の充実を目指します。また、主体的・対話的で深い学びの実
現に向け、タブレットや電子黒板などを活用し、様々な授業形態の工夫などの授業改善に努め
ます。

△ やや不十分

× 達成できず

課
題

　令和２年度には全普通教室に大型モニターを設置する予定です。今後は大型
モニターやデジタル教科書等の活用による誰もがわかるような授業を行えるよ
う技術の習得に努める必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

内部評価

ー
○実

績
成
果

　デジタル教科書と大型モニターを活用し、外国語の授業ではほぼ毎時間、理
科・社会・国語・算数でもデジタル教科書を使った授業を多く行いました。そ
れにより、視覚的にも分かる授業を仕組むことができました。
　全ての小学校で教科担任制を実施しました、また、小学校の算数、中学校の
数学・英語で少人数指導を実施し、教師の専門性を生かした授業や個に応じた
授業を行うことができました。

③基礎的な知識・技能を着実に身につける指導や取組の充実

取
組
目
標

　子どもたちに、生きて働く知識・技能を身につけるために、だれもがわかる授業を展開して
いきます。また、間違いやすい学習内容の確実な習得を目指すため繰り返し学習を行います。
そのためにコンピュータの活用をはじめ実態に応じた個別学習の充実を図るなどして知識・技
能の習得に努めます。

年
度
計
画

　教師用デジタル教科書を活用し、誰もがわかる授業を展開します。
　小学校においても教科担任制を取り入れたり、少人数指導を行ったりして知
識・技能の習得に努めます。

十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

課
題

　新型コロナウイルス感染症による臨時休業で、３月が１か月間臨時休業日と
なり、計画した学習内容が年度内に終わることができませんでした。学び残し
を確実に引き継ぎ次年度で必ずやりきるよう各学校に指導し、見届ける必要が
あります。

◎
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課
題

　小学校３年生以上の外国語・外国語活動にインストラクターを配置して、授
業の充実を図ります。一人のインストラクターの持ち時間を考えると、担任が
中心となって授業をすすめることができるよう必要に応じて担任への支援をす
る必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

ー

○実
績
成
果

　ＡＬＴを中学校では毎週配置し、小学校では隔週で配置して、外国語でのコ
ミュニケーション能力を高める指導を行いました。特に小学校の担任だけで
は、十分な指導が難しい発音面や会話場面などをALTの先生が補うことができ
ました。
　令和元年度から外国語インストラクターを１名増やし、５名配置し、研修を
２回実施しました。指導方法の交流、国立教育政策研究所調査官の講話聴講、
先進校授業参観などを通して研修しました。

年
度
計
画

　中学校には、各1人ずつのＡＬＴを配置し、コミュニケーション能力を高め
ます。また、小学校外国語活動インストラクターの研修を充実させ授業の充実
を図ります。

内部評価

× 達成できず

△ やや不十分

× 達成できず

⑦外国語活動の充実

取
組
目
標

　ＡＬＴ（外国語指導助手）や小学校外国語活動インストラクターを配置して、外国語科や外
国語活動の授業における子どものコミュニケーション能力（身近で簡単な事柄について、外国
語で聞いたり話したりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合う力）の向上に努めます。

課
題

　児童生徒の居場所づくり、絆づくりの取組をさらに充実させます。
　日本語指導を要する児童生徒が年々増加しており、翻訳機の活用と共に日本
語指導を担当する教職員の配置をさらに充実させる必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

取
組
目
標

　特別な支援を必要とする子どもたちと可能な限り、すべての子どもがともに十分な教育を受
けられるように多様で柔軟な仕組みを整備します。また、子どもたちが安心して教育を受けら
れる魅力ある学校づくりを推進するとともに、不登校の子どもに対する多様で適切な教育機会
の確保に努めます。

年
度
計
画

　不登校傾向の児童生徒と学校をつなぐフレンドリールームを開設します。ま
た、学校との連絡を密にします。
　日本語指導の必要な児童生徒や保護者に対応できるように翻訳機を配付しま
す。

内部評価

ー
○実

績
成
果

　フレンドリールームを開設し、３名の児童生徒が利用しました。児童生徒が
フレンドリールームで学習したり、個に応じた活動をしたりできるように、学
校と連携を密にしました。
　日本語指導の必要な児童生徒が５名おり、在籍校すべてに翻訳機を支給して
指導に活用しました。

⑥多様なニーズを要する子どもに対応した教育機会の充実
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△ やや不十分

× 達成できず

課
題

　小学校５年生～中学校３年生版（海津の動物と植物）は、活用が難しいで
す。今後は副読本として活用するなどの工夫をする必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

取
組
目
標

　ふるさと海津の歴史や自然に触れ、地域について学ぶことを通して郷土愛を育むための地域
教材として「海津市郷土学習の手引き」の活用を目指します。

年
度
計
画

　海津市郷土学習の手引きを活用した授業の推進を図ります。活用した授業の
実施率を高めます。

内部評価

ー
○実

績
成
果

　「海津市郷土学習の手引き小学校１年生～４年生版（身の回りの自然を調べ
よう）」は、多くの小学校の低学年の生活科や中学年の理科で活用できまし
た。

課
題

　体験事業所を選んで調整する中で、第１希望の職種で体験できない生徒もい
ました。生徒の意欲を高めて体験に臨めるような事前指導が必要です。また、
生徒数の減少に対して、どのように事業所と連携して職場体験の学習を継続す
るのかが課題であります。

◎ 十分達成

⑨郷土学習の推進

○実
績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　中学２年生２６７名が７９か所の事業所でそれぞれ１週間の職場体験を行い
ました。商工会の協力で市内事業所約９００か所に依頼状を配付し、新規の受
け入れ先もできました。体験を通して、生徒たちは働く喜びや仕事のやりがい
を学ぶことができました。

⑧キャリア教育の推進

取
組
目
標

　受入事業所となる企業の協力により、子どもたちの望ましい勤労観・職業観や人生観を育て
る体験を支援することで、職場体験学習の充実を図ります。

年
度
計
画

　中学校2年生時に1週間の職場体験を全中学校で実施できるように支援しま
す。

内部評価

ー

郷土学習（低い土地のくらし 西江小学校） 職場体験学習 文部科学省資料
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十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

★

○実
績
成
果

　学校施設の長寿命化計画策定は、中長期的な維持管理等に係るトータルコス
トの縮減及び予算の平準化を図りつつ、学校施設に求められる機能・性能を確
保するため、小学校10校、中学校3校の建築基準法に基づく劣化診断を実施
し、計画策定をすることができました。
　学校施設は、児童生徒の学習・生活の場であり、災害時には地域住民の避難
所としても使用される極めて重要な施設であるため、洋式率が低い小学校５校
のトイレ改修事業を計画しました。

取
組
目
標

　各施設の劣化状況を把握するため、建築基準法に基づく点検を実施します。そして、今後の
児童生徒数の推移を勘案しつつ長寿命化計画を策定し計画的な施設整備を推進します。また、
学校施設の非構造部材の耐震化を着実に進め、必要に応じた洋式トイレウォシュレット化の充
実を図ります。

年
度
計
画

　学校施設の長寿命化計画策定のため、建築基準法に基づく点検委託を実施す
る。洋式トイレウォシュレット化に向けての調査研究を進めます。

内部評価

課
題

　長寿命化型による維持・更新を実施しても、現状の小中学校の規模（13
校）を維持するためには、多大な費用が必要となります。現在の財政状況を鑑
みると、厳しい状況であるため、維持管理コストの削減を図りつつ、学校数の
適正配置などを検討していく必要があります。

◎

２．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①学校施設の老朽化対策及び長寿命化対策の推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる
　教育施設では、長寿命化計画を策定し、効率的・効果的な老朽
施設の改修により、トータルコストの縮減と予算の平準化を図る
ことができています。また、超スマート社会（Society5.0） の
実現に向け子どもたちの情報活用能力を育成するため、より一
層、教育ＩＣＴ機器の充実を目指していきます。

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 4 教育環境の整備・充実

施
策
方
針

子どもたちの安全・安心を確保し、超スマート社会（Society5.0） の実現
に向け質の高い教育を支える教育環境の整備・充実を図ります。

評
価
段
階

拡充・推進

施策の総合点検評価 担当課 教育総務課　・　学校教育課

基本目標 2 学校教育の充実 外部
検証
評価

継続･妥当

改修前 改修後

改
修
計
画
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課
題

　通学路の安全確保については、子どもたちが通学する道路において、横断歩
道など交通規制がありながら交通マナーの低下による危険性が指摘されていま
す。また、対策箇所も多く存在するため、限られた予算の中で効果的な対策を
講ずる必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

内部評価

ー

○実
績
成
果

　令和２年度にはＧＩＧＡスクール構想のもと全児童生徒に一人一台タブレッ
ト端末を整備するとともに、全ての小中学校で校内Wi－Fi環境を整備します。
学校でのＩＣＴ機器の活用を推進するために、端末導入後も教職員への研修や
サポートが必要です。研究や指導体制を計画し実施する必要があります。

◎ 十分達成

△ やや不十分

× 達成できず

★

◎実
績
成
果

　日新中学校と平田中学校にそれぞれ１学級分（４１台）のタブレット端末の
整備を完了し、中学校３校すべてに１学級分のタブレット端末を整備すること
ができました。また、城南、平田中学校のパソコン室のＰＣについて、OSを
windows７からwindows8.1への更新作業が完了しました。

　市内の通学路について児童生徒がより安心して登下校が行えるよう、通学道
路の安全対策を推進するため、２回の会議を開催し、１９箇所の対策を講ずる
計画を公表しました。
　通学路の安全支援の一環として、養老鉄道㈱と連携し特に城南中学校へ通学
する児童に対し、年間、5,000円の負担額にて乗車できるパスポート事業を継
続して実施しました。

③安全な通学路の確保

取
組
目
標

　交通事故の抑止や登下校防犯の推進を図るとともに、児童生徒の安全で安心な通学路の確保
に向けた環境整備を関係機関と協力しながら推進します。

年
度
計
画

　児童生徒の安全で安心な通学路の確保のため、「海津市通学路安全推進会
議」を開催し対策を実施します。また、養老鉄道と連携し「かいづっち養老鉄
道応援パスポート事業」を進めます。

課
題

おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

○

②教育環境における情報機器設備の充実

取
組
目
標

　子どもたちの発達の段階に応じた情報活用能力の育成に努めます。そして、電子黒板などの
活用をはじめとするICT機器を活用した教育や体験活動の充実を図ります。また、ICT機器や
デジタル教材の活用に向けた教職員の研究体制や指導体制の充実を図ります。

年
度
計
画

　全中学校の通信網の設備強化とタブレットの導入を推進します。計画的にパ
ソコン室のＰＣの更新を進めます。

内部評価

通学路安全推進会議

学校ICT環境整備後イメージ（文部科学省資料）
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十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

ー
○実

績
成
果

　平成２９年度から「３年間の道徳教育推進計画」のもと、自己の生き方につ
いて考えを深める指導の充実を図りました。特に児童生徒が道徳的価値に関わ
る事象を自分自身の問題として受け止められるような道徳授業を目指し取り組
みました。日新中校区の学校で授業公開を行い、よりよい授業にしていくため
の研究会を行いました。

取
組
目
標

　人としてより良く生きる力を育むため、その基盤となる道徳的心情、判断力、実践意欲と態
度などの道徳性を養う道徳教育を「特別の教科 道徳」をはじめ教育活動全体を通じて推進し
ます。そのためにも、保護者や地域との連携を深め、子どもの道徳性を地域社会全体で高める
道徳教育を実施します。

年
度
計
画

 「特別の教科　道徳」の授業の充実を図ります。より良く生きる力を育むた
めに自分をみつめる時間を大切にします。

内部評価

課
題

　新しい学習指導要領のもと、「考える道徳」「議論する道徳」への転換が求
められています。多様な考え方、感じ方を出し合い、より自分の考え方、感じ
方を明確にできる指導を更に工夫する必要があります。

◎

２．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①道徳教育の充実

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる 　道徳教育、体験的活動、人権同和教育が各学校で確実に実践さ
れています。日常生活の中で、多様な見方・考え方を認めながら
他者を尊重することを繰り返し指導しています。地域の特色を生
かした体験活動や交流活動も積極的に行うことができました。新
学習指導要領に対応しながら、今後も豊かな心を育てる活動を継
続していきます。

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 5 豊かな心の育成

施
策
方
針

心のふれあいを大切にした温かい人間関係を通して、子どもたちの豊かな
心を育みます。

評
価
段
階

拡充・推進

施策の総合点検評価 担当課 学校教育課

基本目標 2 学校教育の充実 外部
検証
評価

継続･妥当

道徳教育の充実（文部科学省資料）
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課
題

　多様化する社会の中で、ＬＧＢＴの問題やインターネットによる人権侵害な
ど、今日的な人権課題についても取り組んでいく必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

内部評価

★
○実

績
成
果

　教科の学習内容や授業時数が増えた中で、体験活動の時間を確保していくた
めに、カリキュラムマネジメントの視点から計画を見直していく必要がありま
す。

◎ 十分達成

△ やや不十分

× 達成できず

ー
○実

績
成
果

　小学校では野菜の収穫や稲刈りなどの農業体験、高齢者や幼稚園児との交流
体験が全学校で行われました。中学校では、「地域の人々から学ぶ」体験や学
校林での活動など、それぞれの学校の実情に応じて、体験的学習を推進するこ
とができました。

　各学校で「ひびきあい活動」に取り組み、周りの人を大切にする教育を推進
しました。その取組について発表したり、全校で人権について考えたりする
「ひびきあいの日」を全学校で実施し、報告集としてまとめました。

③人権同和教育の推進

取
組
目
標

 人権尊重と人間平等の基本理念を確立するとともに、人と人との間に存する偏見を解消する
指導を行い、不合理な差別をなくし、自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることがで
きる教育を推進するように努めます。また、家庭及び地域社会において人権意識の高揚を図り
ます。

年
度
計
画

 人権について考える集会をどの学校でも実施します。また、人権の取り組み
に対する報告集を作成します。

課
題

おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

○

②多様な体験活動の推進

取
組
目
標

　各学校の実態に応じ、各教科や総合的な学習の時間、特別活動など教育活動全体を通じて、
自然体験、社会体験、ボランティア体験、異学年や高齢者との交流活動などの体験的・実践的
活動を推進し、子どもの豊かな感性や情操を育みます。

年
度
計
画

　各学校の実情に応じて、体験的学習を充実させます。

内部評価

多様な体験活動（城山小学校 ふれあい活動） 人権同和教育（岐阜県資料）
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十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　市教育研究所が主催した「中堅幹部研修」「若手人材養成研修」「バディ研
修（2年目研修）」では、キャリアステージに応じた研修を行いました。ま
た、全教職員を対象として希望制の夏期講座（9講座）を企画運営しました。
各学校からの要望に応じ、教職員の指導力を向上させるためのオンデマンド研
修を46回行いました。

②教職員研修の充実

取
組
目
標

 「海津市教育研究所」を核として、教職員の経験や時代の変化に応じた研修の充実を図りま
す。また、教員としての専門性や今日的な教育課題への対応力を高めるため、大学などの関係
機関との連携を強化します。

年
度
計
画

課
題

　デジタル教科書の活用やプログラミング学習、ＩＣＴ教育に関わる研修を充
実させていく必要があります。今後も、より学校現場のニーズに応えた研修内
容を考えていく必要があります。

◎

　市教育研究所が主催する研修を充実させます。
　教職員の指導力を向上させるためのオンデマンド研修を充実させます。

内部評価

ー
○実

績
成
果

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

★
○実

績
成
果

　各学校で授業のスタンダードが作成され、どの学級でもどの担任でも共通し
て実践することを明らかにし、学校としての統一感のある授業づくりが行われ
ました。教務主任会などでは、各学校のスタンダードや取組内容を交流し、自
分たちの学校の指導に生かすことができました。

取
組
目
標

　だれもが実践でき、だれにも力をつけることができる指導理念である「海津市教育のスタン
ダード」の理解と実践を図ります。また、学級経営力、授業力を高めるために、小中学校教員
が互いの教育課程や指導内容のつながりを把握し、義務教育９年間で児童生徒を育てます。

年
度
計
画

　授業における各校のスタンダードを作成し、スタンダードをもとにした授業
を実践します。

内部評価

課
題

　どの学校でも若手教員の占める割合が増えてきているため、一層スタンダー
ドを工夫・活用して、教員の指導力をさらに高めていく必要があります。

２．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①「海津市教育のスタンダード」の活用

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる 　校内、校外でさまざまな教職員研修を行い、資質向上を図るこ
とができました。特に、市教育研究所主催研修では、キャリアス
テージに応じた研修のほか、教科指導や生徒指導、郷土学習な
ど、学校での指導に生かせる教職員研修を行いました。今後は勤
務の適正化との両立を図りながら、ニーズにあった研修を企画
し、効率よく実施していく必要があります。

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 6 教職員の資質の向上

施
策
方
針

　個々の教職員の力量と組織での対応力の向上を図ります。

評
価
段
階

拡充・推進

施策の総合点検評価 担当課 学校教育課

基本目標 2 学校教育の充実 外部
検証
評価

継続･妥当
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課
題

　働き方改革は確実に進めていますが、月80時間を超える時間外勤務をして
いる教職員が少数います。今後、さらに勤務の適正化を図るためには、これま
での通例にとらわれない思い切った業務の削減や行事の見直しが必要です。

◎ 十分達成

○実
績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　勤務時間管理システムによって、全職員の時間外勤務について正確に把握し
ています。時間外勤務時間が 月80時間を超える職員については、校長が面談
を行い、心身の健康状態を確認するとともに、適正な働き方について指導を行
いました。

⑤子どもと向き合う時間の確保

取
組
目
標

　教職員の事務負担の軽減は、教職員が授業や授業準備などに集中し、子どもと向き合う時間
を確保するとともに、心身の健康を損なうことがないように、教職員の勤務時間及び内容に関
する実態改善に向けた総合的・計画的な取組みを推進します。

年
度
計
画

課
題

　他校との研究授業に参加したい思いはあっても、その間の授業の補充に十分
対応できないために参加できないことがありました。学校間の授業交流を促進
するためには、補充に対応できるような人的配慮等も必要です。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

　休日を含めた時間外勤務時間を正確に把握します。
　時間外勤務時間 月80時間以上の職員の心身の健康状態を確認し、働き方改
革を進めます。

内部評価

ー

★
○実

績
成
果

　各学校で計画されている研究授業については、市教育研究所で一覧にまとめ
て各学校に配付し、他の学校の研究授業にも積極的に参加するよう働きかけま
した。園小連携協議会を２回実施し、意見交流を行うことによって、園小の交
流活動を充実させることができました。

年
度
計
画

　毎月の研究授業の一覧を作成し、それを活用した授業交流を促進します。
園小の交流を充実させます。

内部評価

× 達成できず

△ やや不十分

× 達成できず

④研究授業や公開授業、交流授業などの促進

取
組
目
標

  市内小中学校での公開授業の参加や、就学前と小学校、小学校と中学校との交流授業を促進
することや、中－高との連携を図るなど、教育の資質向上に努めます。

課
題

　研修によって理解を深めましたが、それを実際に一人一人の子どもに合わせ
て適切な支援を行えるよう、確実な実践力につなげていく必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

③特別支援教育に関わる教職員の研修

取
組
目
標

　特別支援コーディネーターなどを中心として、園・学校の全職員が計画的な研修を行う事を
通して、特別支援教育に対する理解を深めるとともに、就学前から園や特別支援学校との連携
も図りつつ、組織的な動きを支援します。

年
度
計
画

　教育支援委員会を開催し、情報交流を図ります。
　園・学校ごとに計画的な研修を行い、実践内容を報告します。

内部評価

ー
○実

績
成
果

　7月と10月に教育支援委員会を開催し、適正な就学指導について情報交流を
実施しました。年間を通して、各園・学校で特別支援教育についての研修を計
画的に行い、全職員が特別支援教育についての理解を深めました。
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○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　地域の生産者を学校に招待し、子どもが主体となる「ふれあい給食会」を実
施しました。生産にかかわる苦労や工夫などを知ることで地域愛や関心を高め
るとともに、生産者の方も学校給食の取組に理解を深めることで生産への意欲
につなげてもらうことができました。
　こども課や健康課の参加を得て、「食育でつなぐ、かいづの子どもたち」の
研究会をもち、各世代における食育推進の実践や課題等について交流し共通理
解を図りました。
　小中学校においては、「食に関する年間指導計画」に基づき、給食主任や学
級担任等と連携して学級活動や教科等の時間に授業を実施し、給食の時間にも
全体指導や個別指導を実施し、合わせて年間１５０日ほど学校に出向き、指導
を実施しました。また、学校行事(体育祭や宿泊研修等)や、長期休業中に、社
会情勢や子どもの実態を踏まえ、子どもたちや保護者に向けた「食育だより」
を年５回発行しました。

課
題

　給食センターが小中学生の食育推進の拠点となり、市全体の食育推進に取組
む必要があります。

◎ 十分達成

２．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①地域全体で取組む食育の推進

取
組
目
標

　学校年間指導計画に基づき、学校・園、家庭、地域が連携して、次代を担う子どもの望まし
い食習慣の形成に努めます。また、学校における食育を推進するために、学校給食の教育的意
義を見直すとともに、学校の教育活動全体で食に関する指導の充実を図ります。

年
度
計
画

　学校・園、家庭、地域が連携して、子どもたちの望ましい食習慣の形成に努
めます。また、学校の教育活動全体で食に関する指導の充実を図ります。

内部評価

★

◎実
績
成
果

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる 　地元産物を給食に多く取り入れ、多彩な献立により学校給食を充実さ
せることができました。また、小中学校と認定こども園において、教職
員と連携し、 「献立表」、「食の話」や「食育だより」などにより食育
指導に積極的に取組ました。
　今後も衛生管理を徹底し、安全・安心な給食を提供するとともに、学
校・地域・家庭とつながり、給食内容を充実させ、食育推進を図ってい
きます。

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 7 学校給食の充実及び食育の推進

施
策
方
針

子どもたちが自ら健やかな体をつくることに関心をもち、積極的に健康や
食生活にかかわる態度を育成します。また、学校給食の公会計事務化の実
施や故障などによる緊急時の対応策を図ります。

評
価
段
階

拡充・推進

施策の総合点検評価 担当課 教育総務課（給食センター）

基本目標 2 学校教育の充実 外部
検証
評価

継続･妥当

海津市学校給食センター（海津市平田町地内）
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課
題

　給食設備や調理機械も１０年以上が経ち、老朽化による更新時期を迎えてお
り、計画的に更新を行う必要があります。

◎ 十分達成

○実
績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分
× 達成できず

　平成３１年４月１日から５年間の調理・配送等委託業務を委託しました。委
託業者には、電気・ガス・水道水の適切な使用とその削減に努めてもらい、給
食設備や調理機械の故障や不具合など、早めの報告・連絡により早期対応を実
施することができました。

④学校給食センターの効率的な運用・整備

取
組
目
標

　学校給食の質の維持を図りながら、より効果的な給食調理業務・配送業務の運用を実施する
ために民間委託化を継続します。また、安全で安心な学校給食の提供に努めているものの、機
械の稼働保証期間経過後の故障や経年劣化による施設修理費の増加が見込まれる中、さらに運
用費の抑制に努めます。

年
度
計
画

課
題

　委託業者を含めた全職員に、「海津市学校給食センター衛生管理マニュア
ル」の内容を周知し、衛生管理や事故防止の徹底を図る必要があります。
　安全な給食が提供されるよう学校、認定こども園との連携強化が必要です。
　また、食品への異物混入を防止するため、納入業者・製造業者へ指導強化に
努める必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

　学校給食の質の維持を図りながら、より効果的な給食調理業務・配送業務の
運用を実施するために民間委託化を継続する。また、機械の故障などによる施
設修理費の増加が見込まれる中、水道光熱費などの削減に努め、運用費の抑制
に努めます。

内部評価

ー

ー
○実

績
成
果

 「学校給食衛生管理基準」に基づき、令和２年2月に、「海津市学校給食セン
ター衛生管理マニュアル」を策定しました。このマニュアルにより、問題箇所
を確認し、改善を行うことができ、給食調理員の衛生管理の意識の向上につな
げることができました。

年
度
計
画

　衛生管理や事故防止の徹底を図り、給食施設や調理機器の適正な管理にあた
り、給食調理員や学校給食職員の徹底した衛生管理のうえで安全で安心な給食
を提供します。

内部評価

× 達成できず

△ やや不十分

× 達成できず

③学校給食の衛生管理と事故防止の徹底

取
組
目
標

　衛生管理や事故防止の徹底を図るため、給食施設や調理機器の適正な管理にあたるととも
に、さらに給食調理員や学校給食職員の徹底した衛生管理のうえで安全で安心な給食を提供し
ます。

課
題

　子どもたちが、海津市の産物について興味・関心をもち、郷土を愛する心を
持続してもつことができるよう、関係機関との連携協働を図る必要がありま
す。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

②学校給食の充実

取
組
目
標

　郷土料理や外国料理だけでなく、時代の要請に即した献立を取り入れ、栄養バランスの取れ
た魅力ある学校給食の提供を目指します。また、地場産物の活用を図り食育の生きた教材とな
る学校給食の充実を図ります。

年
度
計
画

　日本各地の郷土料理や外国料理のほか、地場産物の活用を積極的に取り入
れ、学校給食の充実を図ります。

内部評価

ー

○実
績
成
果

　ＪAと地域産物の学校給食への使用拡充に向けて協議検討した結果、海津市
以外のにしみの地域の農作物の活用が可能となり、地場産物の使用割合が前年
度より4％程増加しました。また、毎月のたより等で子どもたちや保護者に情
報提供を行い、市内や近隣市町への地域理解を高めることにつなげました。
　市内の産物（加工食品含む）については、給食への活用方法を工夫し、給食
献立に定期的に取り入れるとともに、毎月の献立表に海津市食材を使った献立
レシピ掲載などにより、子どもたちや保護者にもその食材が定着し、家庭でも
手軽に使ってもらえるよう試みました。
　市と姉妹提携を結ぶ鹿児島県の郷土料理や地場産物を使い、教科等につなが
るよう給食に取り入れ、子どもたちの「ふるさと学習」につなげました。
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○ おおむね達成

△ やや不十分

ー
○実

績
成
果

　給食設備や調理機械などの故障は無く、給食を予定通り提供できました。
　委託業者と、機械の故障など早期の連絡や学校の休校連絡など連携を図るこ
とができました。
　緊急時に対応するため、代替品（救急カレー、コーンポタージュスープ）を
人数分購入しました。

年
度
計
画

　給食設備や調理機械などの故障による迅速な復旧体制や、故障時における学
校給食の提供にむけた緊急時の対応策について調査・研究を進めます。

内部評価

× 達成できず

課
題

　給食が提供できない場合は、備蓄の代替品（救急カレー）などで対応するこ
とになりますが、備蓄量に限りがあり、日数がかかる場合は弁当持参を考える
必要があります。
　給食設備や調理機械の保守点検等により、機器の状況を常に把握する必要が
あります。

◎ 十分達成

△ やや不十分

× 達成できず

⑥給食の提供における緊急対応

取
組
目
標

　給食設備や調理機械などの故障による迅速な復旧体制や、故障時における学校給食の提供に
むけた緊急時の対応策について調査・研究を進めます。

課
題

　公会計化導入には、人員の確保とシステム導入に係る財源の確保が必要で
す。また、導入した他市町の状況から、滞納者の増加が見込まれます。給食費
の段階的な無償化についても、検討する必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

取
組
目
標

　教職員の働き方改革として、教職員の事務負担の軽減に向けた、業務の役割分担・適正化を
進めるため給食費の公会計事務化の調査・研究を進めます。

年
度
計
画

　教職員の働き方改革として、教職員の事務負担の軽減に向けた、業務の役割
分担・適正化を進めるため給食費の公会計事務化の準備を進めます。

内部評価

ー
△実

績
成
果

　給食費の徴収事務については、学校では事務職員が、公立認定こども園では
園長が行っています。
　徴収事務の公会計化に向けて、他市の状況を把握しました。

⑤学校における事務負担の軽減

食育の授業 生徒による配膳（平田中） 給食時間（平田中）
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○ おおむね達成

△ やや不十分

★
実
績
成
果

　今後を見据えた学校教育の在り方、特に小学校の方向性を検討する時期にあ
ることから、検討委員会を設置し、アンケートの実施など議論を深めてきまし
た。学校の適正規模等の基準を定めるとともに、これに基づいて本市の小規模
校の対応に関する基本的な考え方や方向性などを取りまとめることができまし
た。

課
題

× 達成できず

　学校の規模や配置の適正化を進めるに当たっては、児童生徒の保護者や就学
前の子どもの保護者の声を重視しつつ、学校を支えている地域住民の理解や協
力を求めるなど、「地域と共にある学校づくり」の視点を踏まえた丁寧な論議
が必要です。

◎ 十分達成

取
組
目
標

　児童生徒の減少が進む中で、学習環境の充実、指導の充実、教育水準の維持向上を図る観点
から学校規模の適正化や学校の小規模化に伴う諸問題への対応について継続的に協議します。

年
度
計
画

　学校の小規模化に伴う課題を整理し、検討委員会において学校の適正規模等
の検討を進めます。

◎

内部評価

２．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

①「海津市小中学校の適正規模等に関する検討委員会」の設置と協議

拡充・推進

　広大な市域に多数の小規模校を有する本市の実情に鑑み、より
適正な学校規模として目指すべき目標を示すとともに、それを実
現するための適正配置の基本的な考え方や計画を推進するため特
に考慮すべき事項を整理していきます。

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施
策
方
針

施策の総合点検評価 担当課 教育総務課

基本目標 2 学校教育の充実 外部
検証
評価

継続･妥当
施　　策 8 児童・生徒の減少に伴う課題の検討

今後、少子化が進むことが予想される中、義務教育の機会均等や教育水準
の維持・向上の観点を踏まえ、学校規模の適正化や学校の小規模化に伴う
諸問題への対応について継続的に検討していきます。

評
価
段
階

小中学校適正規模等に関する検討委員会 H28城南中学校統合の記事（岐阜新聞より）
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○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　受講希望が定員の半数に満たない講座を廃止するなどし、講座開設の見直しをしまし
た。「Let's English（初級者向け）」講座は、定員20名のところ4名の希望しかな
かったため開講しませんでした。しかし、開講した講座については、受講者がやりがい
をもって活動し、充実したものとなっています。特に悠々楽習講座は、受講者が当番を
組んで毎回の内容を企画し、楽しみながら運営することができました。

課
題

　地域で活動されている方が講師となり知識・技能を受講者へ還元できるよう
な講座を開催する場合、まず指導者を確保する必要があります。
　各講座や教室の参加者に対するアンケート等を実施し、より一層市民ニーズ
の把握に努める必要があります。

◎ 十分達成

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①生涯学習ニーズの把握

取
組
目
標

　市民の生涯学習ニーズを的確に把握して、講座の開設や既存講座の見直しなどを行い、目的
に応じた学習内容の充実を図ります。

年
度
計
画

　生涯学習の意義や社会教育について主体的に学ぶ意欲を喚起するため市HP
や講座、イベントなどを通して啓発を行います。

内部評価

★
○実

績
成
果

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

生涯学習講座　受講者数 1,311人 801人 1,800人

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

　生涯学習講座等の開設については受講希望者の状況に応じた計
画が実施できています。今後もコロナ感染予防対策を講じながら
継続的に進めていきます。

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 9 継続的な学習・交流の場の形成

施
策
方
針

生涯にわたって、「いつでも」「どこでも」「だれでも」「何からでも」
主体的に幅広い生涯学習の機会を享受できる学習環境の整備を図り、一人
一人の「生きがいづくり」や「地域を支える人づくり」など心豊かな生活
を送ることができるように学習環境の充実に努めます。

評
価
段
階

拡充・推進

施策の総合点検評価 担当課 社会教育課

基本目標 3 生涯学習環境の整備・充実 外部
検証
評価

継続･妥当
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○ おおむね達成

△ やや不十分

ー
△実

績
成
果

　社会教育施設の適切な管理については、限られた予算の中で適切な維持管理
ができています。特に南濃図書館を廃止し、図書館の統合化による予算縮減を
図ることができました。

年
度
計
画

　クラブ・サークル等主体的に活動されている団体の活動情報等を提供しま
す。また老朽化施設の統廃合の検討を順次行います。

内部評価

× 達成できず

課
題

　ネットワーク化については、各施設や設備の老朽化による補修や改修が必要
であり、一部では設備メーカーの部品生産が終了しており、設備自体の更新の
ために多額の費用を要する必要があります。そのため、ネットワーク化の構築
は、難しく長期的な検討が必要です。

◎ 十分達成

△ やや不十分

× 達成できず

③社会教育施設などの整備とネットワーク化

取
組
目
標

　公民館や図書館などの社会教育施設が、地域コミュニティ形成の拠点としての役割を果た
し、だれもが気軽に立ち寄り、情報交換や交流ができる場所となるように改修などを計画的に
進めます。また、学習機会の確保や公平性を考慮しながら、施設の統廃合やネットワーク化の
検討を進めます。

課
題

　各種講座の内容に合わせた、より効果的なタイミングでの告知対策を図る必
要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

②学習情報の収集・整備

取
組
目
標

　各種講座や教室など、市民が学習の機会に関する情報を得る手段としては、市の広報紙やイ
ンターネット、口コミなどが考えられます。また、最新の情報を提供するために学習情報を収
集し、メディアなどを活用して、連携が図れるように努めます。

年
度
計
画

　市報、チラシの既存周知方法だけでなく、メール配信・ケーブルＴＶ等を通
じての開催の告知を図ります。

内部評価

ー
○実

績
成
果

　ケーブルTVで各種講座の様子を放送してもらうなど、講座内容等を市民に
広める機会を増やすことができました。

海津市生涯学習講座（2019年度版）
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施策の総合点検評価 担当課 社会教育課

基本目標 3 生涯学習環境の整備・充実 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 10 多様な学習機会の提供

施
策
方
針

生きがいをもち、文化的で心豊かな生活を送ることができるように、地域
の中での学習活動を通して共生を目指します。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

　図書の購入については、市民のリクエストに対して可能な限り
対応することで、利用者の著しい減少対策を図っています。ま
た、生涯学習講座においても、受講者におおむね好評であるた
め、今後も受講者の希望に沿うような講座運営をしていきます。

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

市立図書館貸出数 265,257冊 225,154冊 275,000冊

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①生涯学習活動と指導者の育成

取
組
目
標

　市民一人一人が生涯学習を通じて、多様な学習活動ができるように、講座の充実や芸術・文
化に触れる機会の提供、指導者の発掘・育成に努めます。

年
度
計
画

　クラブ・サークル団体の一覧を冊子に掲載し、活動内容を周知します。

内部評価

ー
○実

績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　各種講座の中には、長年継続して開催されている講座もあり講師の方にとっ
ても充実感につながっています。

課
題

　地域で活動されている方が講師となり知識・技能を受講者へ還元できるよう
な講座を開催したいが、指導者を確保する必要があります。

◎ 十分達成
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②生涯学習の意識啓発

取
組
目
標

　生涯学習に対する市民意識の向上を図り、啓発に努めるとともに、ニーズに応じた幅広い生
涯学習の場を増やします。

年
度
計
画

　講座やイベントの参加者アンケートなどを活用し、ニーズの把握を行い講座
の企画に反映させます。

内部評価

★
○実

績
成
果

　各社会教育施設において、生涯学習講座を開設し、学級長や役員さん、講師
の方と内容を相談しながら、受講者の希望に沿う講座を運営することができま
した。

　利用者のニーズに適した図書資料の充実を図りながらボランティア団体と連
携した図書館活動を継続する必要があります。
　今後も今日的な課題や時節に応じた企画展を工夫、開催していきます。

◎ 十分達成

△ やや不十分

× 達成できず

③図書館や歴史民俗資料館などの学習機関の機能充実

取
組
目
標

　多様で高度化する学習ニーズに応えるため、図書館などの学習機関を一層充実させ、利用者
へのサービス向上と専門性の高い学習機会の提供に努めます。

課
題

　開催日時や場所についてもできるだけ多くの人の都合が合うように設定およ
び運営していく必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

ー

○実
績
成
果

　海津市図書館協議会を開催（年2回）し、図書館のあり方について提言を受
けました。また、令和元年度の図書購入は、4,492冊。図書購入費は、
8,972千円です。年間貸出冊数は、225,154冊であり、毎年度減少傾向にあ
ります。
　ボランティア団体等の協力により、読み聞かせ会やブックスタート事業を実
施しました。

年
度
計
画

　図書館の蔵書の充実を図り、利用者のニーズに配慮した施設運営を進めま
す。また、歴史講演会などを実施して市民の学習機会とします。

内部評価

× 達成できず

課
題

海津図書館（中央館） 海津図書館（中央館）
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施策の総合点検評価 担当課 社会教育課

基本目標 3 生涯学習環境の整備・充実 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 11 新たな学習活動への支援

施
策
方
針

地域性や地域文化を大切にしながら、生きがいづくり・地域づくりにつな
がるまちづくりを目指し、市民力を活かした多様な学習活動の支援に努め
ます。また、地域の人々が互いに助け合える魅力溢れる生涯学習の推進を
図ります。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

　講座等に参加した子どもたちは生き生きと活動に参加してお
り、講師の方々や講座に関わっていただける地域の方にとっても
充実感につながっています。今後もコロナ感染予防対策を講じな
がら継続していきます。

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

－ ー ー ー

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①学習活動を支援する人材の活用

取
組
目
標

　地域の活動やボランティア活動を通じて、退職者や学習習得者がこれまで培ってきた技術や
ノウハウを市民に還元できるように環境づくりと人材の確保に努めます。

年
度
計
画

　講座の開催の際にボランティア講師制度を周知し講師の登録を推進します。

内部評価

ー
○実

績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　ボランティア講師制度の募集チラシを発行し、各公共施設にチラシを設置す
ることで人材確保に努めました。（新規登録１名）また、ボランティア登録者
以外にも講座の内容に応じて直接依頼し、その都度引き受けていただくことが
できています。

課
題

　市報や市ホームページ（以下「市HP」という。）等でも募集要項を掲載
し、さらに広く周知していきます。

◎ 十分達成
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②高齢者のもつ技能の伝承

取
組
目
標

　地域の言い伝えや風習などの伝承を通して、子どもと高齢者が触れ合う機会を提供し、多世
代にわたる市民交流を推進します。

年
度
計
画

　地域で活動されている団体の方を講師として講座を開催します。

内部評価

ー
○実

績
成
果

　将棋教室、竹炭工作、お菓子作り等、子どもたちが地域の方に教えてもらい
ながら生き生きと活動できる講座を開設することができました。

　市の出前講座について、市HPなどにも掲載したり、実績を市報に載せたり
し、更なる周知を図り、誰でも気軽に活用できるようにしていきます。

◎ 十分達成

△ やや不十分

× 達成できず

③学習機会の充実

取
組
目
標

　市民の学習ニーズに対応した学習機会を広く提供するとともに、市民協働や関係する係との
連携・協力による学びの場を充実させます。

課
題

　募集チラシを各施設に設置し多くの人の目に触れるようにし、講師登録数を
さらに増やしていく必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

★
○実

績
成
果

　冊子「生涯学習のご案内」に出前講座一覧を掲載し、市報4月号に折り込み
ました。また、悠々楽習講座等で出前講座を依頼し、有意義な学習ができまし
た。

年
度
計
画

　市民活動推進課と連携し市の職員が講師となって市政に関する講座を行う出
前講座の一覧を「生涯学習講座のご案内」冊子に掲載し、市民に周知を行いま
す。

内部評価

× 達成できず

課
題

子ども将棋教室
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施策の総合点検評価 担当課 社会教育課

基本目標 4 青少年の健全育成・地域交流の推進 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 12 地域で進める青少年の健全育成

施
策
方
針

世代・地域・心のつながりを強化し、地域ぐるみで良好な環境づくりを進
め、青少年の健全育成を図ります。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

　自主的な活動となっており、どの活動も参加者には充実したも
のとなっています。今後、子ども会活動の望ましい在り方につい
て状況を踏まえた対策が急務となっています。

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

成人の集い　参加率 78.7% 76.9% 85.0%

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①「こども健全育成指針」の推進

取
組
目
標

　海津市青少年問題協議会において策定している「海津市こども健全育成指針」を市民に周知
し、市民参加で推進します。

年
度
計
画

　海津市青少年育成市民大会での活動発表等で周知を図り、啓発に努めます。

内部評価

ー
○実

績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

 「あったかい絆宣言」にかかわる活動発表を通して、子どもの現状や子ども
自ら行う活動を考え、健全に生活していくことができるよう方向づけをするこ
とができました。

課
題

　青少年育成団体と連携を図り、地域の方々とともに子どもを育てる体制づく
りが必要です。

◎ 十分達成

②子どもの生活習慣の確立に向けた支援

取
組
目
標

　子どもの基本的な生活習慣の確立や生活リズム向上につながる活動を支援します。その中で
も情報モラル教育の一環として、『あったかい絆宣言』を周知し、学校やスクールサミットな
どを通して情報機器を適切に利用できるように取組みます。

年
度
計
画

　スクールサミットで児童生徒ができる取組を考え、実践していきます。ま
た、小中学校において情報モラルワークショップを行い、児童生徒や保護者に
啓発していきます。

内部評価

★
○実

績
成
果

　情報機器の使い方について、スクールサミットで各学校の代表者で話し合
い、子どもたち自ら行う取組を考え、各校で実践することができました。
　小学校２校、中学校１校で情報モラルワークショップを行い、情報機器の良
さと問題点を考えることを通して、使い方について親子で約束を決めることが
できました。
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△ やや不十分

× 達成できず

③組織的な活動の充実

取
組
目
標

　地域のスクールボランティアやこども110番などによる見守り活動や広報啓発などを行
い、環境浄化活動の充実を図ります。また、家庭・学校・地域社会・警察・各種団体との連携
を図り、協力体制を強化していきます。さらに安全・安心な地域ネットワークを築き、地域の
見守り力を高めていきます。

課
題

　今後ますます情報機器が普及し、機器を使用する年齢も低年齢化が進み、幼
児や低学年の取組方法を考えるとともに、保護者に対しての啓発を図っていく
必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

ー
○実

績
成
果

　地域の方が毎日登下校の見守りを行っていただいたり、登下校時には警察に
よる巡回も行ってくださっています。青少年育成推進員を中心に通学路点検等
も行い、危険個所を改善する動きをつくることができました。地域全体で見守
り活動ができています。

年
度
計
画

　青少年育成推進員会との連携や学校警察連絡協議会を通して、状況把握や環
境改善を図ります。

内部評価

× 達成できず

④青少年教育の充実と地域社会の教育力の向上

取
組
目
標

　青少年の主体性や社会性を育むために、新成人が自ら企画する「成人の集い」を開催してい
きます。また、異年齢交流の場となっている子ども会活動においても、自主的に活動ができる
ように家庭・学校・地域の連携を図ります。

年
度
計
画

課
題

　こども110番の家の周知を進め、一般の方にも見守っていただける体制を一
層徹底し、子どもがさらに安心して生活できる地域社会にする必要がありま
す。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

　成人の集い実行委員会を中心に会を企画し、新成人の運営で成人の集いを開
催していきます。子ども会活動においても、諸研修で学んだことを広め、子ど
もが楽しみながら主体的に活動できるように努めます。

内部評価

ー

課
題

　少子化による子ども会活動が難しくなっている中、役員や保護者の負担の軽
減と行事の精選を図っていく必要があります。
　市子ども会育成連絡協議会加盟単位子ども会が減少する中、子ども会活動の
意義を伝え、地域の子どもの健全育成の在り方を検討する必要があります。

◎ 十分達成

○実
績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　成人の集い実行委員を中心に、新成人のニーズに合わせた企画運営ができま
した。
　子ども会のインリーダー研修を「絵本であそぼ」と共同で行い、楽しみなが
ら様々な体験をすることができました。
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施策の総合点検評価 担当課 社会教育課

基本目標 4 青少年の健全育成・地域交流の推進 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 13 家庭と地域の教育力向上の推進

施
策
方
針

「あたりまえのことができる家庭教育支援」をテーマに基本的な生活習慣
を整え、思いやりの心を大切にする家庭づくりを目指します。また、子ど
もが健やかに育ち、生きる力を身につけ育む場の基盤づくりのために、家
庭と地域の教育力を高める支援を充実します。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

　どの活動もおおむね好評であり、充実したものとなっていま
す。子どもが健やかに育つことができるよう、支援を継続してい
きます。

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

単位子ども会　会員数 4,346人 1,104人 １,５00人

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①「あたりまえ」のことができる家庭教育支援の推進
取
組
目
標

　基本的な生活習慣を整え、思いやりの心を大切にする家庭を営む支援をします。また、市民
活動団体の協力を得て、公民館事業、地域活動など親子が一緒に参加できる場を提供し、家族
が触れ合い、円滑な親子関係の構築と思いやりのある家庭づくりに取組みます。

年
度
計
画

　子育て応援隊講座を通じ、親と子がコミュニケーションをとりながら学べる
機会を提供します。

内部評価

ー
○実

績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　子どもだけでなく親も興味をもって参加できるものになっており、講座で学
んだことを家庭でも実践することができました。

課
題

　家族の触れ合いができる内容を更に考え継続していく必要があります。

◎ 十分達成

地域のおじさん・おばさん運動　登録者数 306人 306人 350人

・ ・ ・ ・ ・

・・・・・
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②子育て学習の提供と家庭教育相談体制の充実

取
組
目
標

　多くの親が集まる機会を活かし、子育てや教育に対する家庭の役割、親としての力を高める
講座の開催などを行います。また、様々な状況にある保護者のために学習機会を提供し、専門
諸機関と連携した相談体制を充実させ、子育て不安の軽減を図ります。

年
度
計
画

　次年度小学校に入学する保護者を対象とした就学時健診時に集まる機会を利
用し「子育て親育ち講座」の開催をします。文化センター内に「にこにこ子育
て相談室」を設け家庭教育支援員を配置し子育てについての相談業務を行いま
す。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

内部評価

★
○実

績
成
果

 「子育て親育ち講座」を就学時検診時に開催することで、ほぼ100％に近い
出席が得られ、親としての心がけ等を改めて学ぶ機会にできました。
　にこにこ子育て相談室への相談件数も増えており、支援員の努力により、子
育てへの不安や悩みを軽減する一助になっています。

年
度
計
画

　各小学校区の地区社会福祉協議会にて実施されている三世代交流事業の活動
支援を行います。

内部評価

△ やや不十分

× 達成できず

③地域と連携した活動の充実

取
組
目
標

　子どもが安心して暮らせる環境づくり、地域の活性化と教育力向上のために、学校・家庭と
地域との連携をより一層深め、子どもたちの活動や学習支援などに地域住民が関わりをもてる
ように取組みます。

課
題

　兄弟姉妹を持つ親は子育て親育ち講座に数回参加されるので、講師や内容を
毎年変えていく必要があります。（体験型、ワークショップ等）

× 達成できず

課
題

　今後も、多世代交流を充実させ、子どもたちの活動や成長を地域で支える体
制づくりをしていく必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

ー
○実

績
成
果

　補助金を交付し、社会福祉協議会を中心に三世代交流等を企画運営し、イモ
の栽培や餅つきなどの活動を通して、地域ぐるみでの多世代交流ができまし
た。

海津市生涯学習のご案内 子育て支援事業（2019年度版）
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施策の総合点検評価 担当課 社会教育課

基本目標 4 青少年の健全育成・地域交流の推進 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当
見直し・改善
縮小・休止
廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 14 地域間交流・多文化共生の推進

施
策
方
針

市民が幅広い視野をもてるように、歴史的つながりのある姉妹都市及び友
好都市と交流を深め、国際感覚豊かな人材育成のために異文化理解の教育
に取組みます。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

　参加者は、歴史・文化に対する理解が深まり、満足できる事業
になっています。保護者への負担をできるだけ軽減できるよう検
討していきます。

酒田市児童交流事業参加率（応募者数/定員） 92.0% 83.3% 100%

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①交流教育の充実

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

霧島市生徒交流事業参加率（応募者数/定員） 100% 100% 100%

★
○実

績
成
果

　小・中・高校生が、姉妹都市、友好都市を実際に訪問することにより、歴
史・文化に対する理解を深め、また見聞を広めることで自ら成長することがで
きました。

取
組
目
標

　国内における姉妹都市・友好都市との地域間交流について、市民の関心と参加を高める情報
発信に努め、交流活動を通じて、相互の文化や歴史・習慣などを学び、両市の友好親善を推進
します。さらに交流事業に参加しやすいような環境を整備し、幅広い視野をもつ人材育成に努
めます。

年
度
計
画

　互いの地域性が理解できるような見学・活動場所を選定し、互いに親睦を深
め、楽しみながら学び合う交流ができるように努めます。

内部評価

課
題

　生徒がホームステイをするため、男女比等の調整が必要である。また、ホー
ムステイの受け入れが難しくなりつつあり、宿泊施設での合同合宿も検討する
必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

②多文化共生の推進

取
組
目
標

　多文化共生の地域づくりを推し進める必要性が増しているなか、様々な国の異なる文化や価
値観の理解を深め、豊かな国際性を習得する教育に取組みます。

年
度
計
画

課
題

　参加者が多いときの講師の増員が必要です。

◎

　異国の文化や習慣をゲームやレクレーションを通じてＡＬＴ（外国人講師）
とコミュニケーションをとりながら理解を深める「イングリッシュ・デイ」を
開催します。また講師の出身地にちなんだ食の講座（異国食科）を計画しその
国の文化や習慣の理解を深めます。

内部評価

ー
○実

績
成
果

十分達成
○ おおむね達成
△ やや不十分
× 達成できず

 「イングリッシュ・デイ」には8月と2月合わせて72名と多くの児童が参
加、異国食料は12月に開催し9名が参加しました。どちらも充実した活動とな
りました。
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施策の総合点検評価 担当課 社会教育課

基本目標 5 文化の振興 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 15 文化の継承と発展

施
策
方
針

先人が残した貴重な文化遺産を後世に引き継ぐために、保存及び保護、調
査研究を推進し、文化財の歴史的価値を高めるとともに、郷土の文化資源
として活用することにより、地域の活性化を図ります。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

　文化財の保存や活用について検討し、できることから計画的に
進めています。特に、重要文化財の早川家住宅及び天然記念物の
津屋川水系清水池ハリヨ生息地の保存活用については、重点的に
進めていきます。

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

文化財保存管理件数 8件(100％) 13件 9件(100％)

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①指定文化財の保存・保護活用、後継者の育成

取
組
目
標

　所有者や管理者と協力して、その種別に応じた適切な保護管理体制を確立し、文化財の整備
及び活用計画の作成を進めます。また、後継者育成への支援をするなど、文化財の周知に努
め、保存・保護を図ります。

年
度
計
画

　新たに重要文化財に指定された早川家住宅の保存管理及び活用方法を検討し
ていきます。また、指定文化財の案内看板等の設置や修繕を進め、文化財の周
知に努めていきます。

内部評価

★
○実

績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　文化財を見学する方の利便性向上のため、庭田貝塚・羽沢貝塚などの指定文
化財の案内看板を14か所設置し、文化財指定地における草刈り等の維持管理
を実施しました。
　早川家住宅保存活用検討委員会の要綱制定や検討委員の選考を行い、保存活
用に向けた準備を進めることができました。

課
題

　早川家住宅保存活用検討委員会を早期に開催し、文化財の保存や公開等の活
用に向けた具体的な方向性を定めていく必要があります。

◎ 十分達成

②文化財や伝統芸能の資料収集及び調査研究

取
組
目
標

　歴史資料などの収集、遺跡の調査・研究を行うとともに、新たな文化財の掘り起こしに努め
ます。また郷土資料を市民への学習教材などに活用していくための基礎的情報を蓄積していき
ます。

年
度
計
画

　ハリヨの個体数調査や埋蔵文化財の試掘・確認調査を実施し、基礎的情報を
収集していきます。

内部評価

ー

○実
績
成
果

　ハリヨの個体数調査を継続して実施し、ハリヨの生息環境状況について把握
することができました。（捕獲個体数の結果から、ハリヨの個体数は2009～
13年は安定的な個体数であったが、2014～16年にかけて減少し、2016年
以降は大きな増減が無いと推測されます。）
　埋蔵文化財包蔵地における試掘や工事立会を行い、遺跡等の情報を収集する
ことができました。
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△ やや不十分

× 達成できず

③文化資源の活用

取
組
目
標

　地域資源である文化財の価値を高めることは、地域住民がふるさとに誇りをもつことにつな
がるため、積極的に情報公開や活用を進めます。また、文化財を活用することで、観光や文化
振興など地域の活性化を図ります。

課
題

　長年にわたり収集してきたデータを基に、ハリヨの生息環境の改善に向けた
事業を展開していく必要があります。また、これまで得られたデータを市民に
公開するシンポジウムを開催していきます。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

ー
○実

績
成
果

　市内小学校の児童や一般の方に対し、古墳や貝塚・早川家住宅などの文化財
を説明する出前講座等を８回実施しました。

年
度
計
画

　歴史の教育資源を活用した出前講座や企画展を実施して地域の歴史文化の普
及を推進し、地域振興に努めます。

内部評価

× 達成できず

④文化財指定基準の運用

取
組
目
標

　海津市文化財保護条例に基づき、保存及び活用のための必要な措置を講じます。また、文化
財指定基準に基づき、歴史的・文化的価値のある文化財を掘り起こすなど基準の運用を図りま
す。

年
度
計
画

課
題

　出前講座や企画展を通して歴史資源を積極的に活用するため、市民や学校な
どに定期的に情報提供していきます。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

　海津市文化財保護条例に基づき、文化財保護事業補助金などの支援を実施し
ます。

内部評価

ー

課
題

　文化財の所有者や管理団体からの意見を定期的に伺い、補助金だけでなく、
文化財の保護や活用に必要な支援策を検討していく必要があります。

◎ 十分達成

○実
績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　文化財保護事業補助金を交付し、文化財の所有者や管理団体等の支援を実施
しました。（５件、1,792千円）

ハリヨ（市天然記念物）

今尾常栄寺薩摩工事義歿者墓補修事
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施策の総合点検評価 担当課 社会教育課

基本目標 5 文化の振興 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 16 豊かな自然と文化財を愛する心の育成

施
策
方
針

郷土の歴史や文化財に、誇りと親しみをもつことのできる普及・啓発活動
を推進するとともに、市民が地域の文化遺産を知り、守り、伝えることに
よって、文化財愛護に対する意識高揚を図ります。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる
　新たに国の重要文化財に指定された「早川家住宅」の活用方法
などを検討し、できるところから順次進めています。歴史民俗資
料館においても概ね来館者の満足を得られたと思われます。
　今後も地域の文化遺産を知る機会を積極的に創出し、市民の文
化財愛護に対する意識高揚を進めていきます。

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①文化財の情報発信と周知

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

歴史民俗資料館　催事1日あたりの来場者数 235人 200人 250人

ー
○実

績
成
果

　市HPのリニューアルに併せて、掲載内容を確認し、適宜修正を実施しまし
た。また、国の重要文化材に指定された早川家住宅のパンフレットを作製しま
した。

取
組
目
標

　文化財マップなど郷土の文化を紹介・案内する資料を充実し、史跡巡りや学習会などを行っ
て、郷土文化を知る機会の拡大を図ります。また、文化財などを案内するボランティアガイド
「ふる里おもてなし隊」との連携強化を図り、観光にもつなげます。

年
度
計
画

　市ホームページ（以下「市HP」という。）に掲載されている文化財の情報
を更新し、情報発信に努めていきます。重要文化財に指定された早川家住宅に
ついて、パンフレットの整備を進めていきます。

内部評価

課
題

　新たに指定された文化財などの情報が文化財マップに反映されておらず、文
化財マップの内容修正やリニューアルをしていく必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

国の重要文化財に指定された早川家住宅
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②自然・歴史資源の発見と活用

取
組
目
標

　郷土の文化に触れ、自然景観を見て歩き、歴史を学ぶことのできる機会を提供します。ま
た、多様な分野における有識者の活用やメディアへの情報発信によるＰＲなどに努めます。

年
度
計
画

課
題

　市内の文化財資源についてさらに調査を進め、活用を推進するため、情報収
集や市民との連携及び情報共有を図る必要があります。

◎

　歴史講座や体験プログラムなどの学習機会を提供し、文化財資源の活用を図
ります。また、市HPやメディアへの情報発信を密にして広域でのＰＲに努め
ていきます。

内部評価

ー
○実

績
成
果

十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　歴史民俗資料館において、歴史ミニ講座や禹王サミットを開催し、新たな文
化財資源の掘り起こしと普及につなげました。

③歴史民俗資料館運営の充実

取
組
目
標

　入館者が減少傾向にあることを踏まえ、より一層の調査・研究を進めながら企画展などの事
業を展開していきます。また、館内リニューアルを検討しながら入館者の増加を目指します。

年
度
計
画

　魅力ある事業を企画して利用者の増加に努めていきます。また、リニューア
ル検討委員会を開催して施設の充実のための方策を研究していきます。

内部評価

★
○実

績
成
果

　市民のニーズを意識した講座（講演会）の開催や、共同企画展を実施しまし
た。また、入館者数は、10,298人で、前年度と比較して1,553人の減少とな
りました。

△ やや不十分

× 達成できず

課
題

　リピーターを維持しつつ、新たな入館者を増やせるよう、事業内容の工夫と
効率的な広報の実施および施設の老朽化対策が必要です。またリニューアルに
向けた適切な財政措置ならびに、利用者のニーズや費用対効果を見据えたより
具体的はリニューアル計画を立案・推進する必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

第7回 全国禹王サミット in海津

海津市歴史民俗資料館
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施策の総合点検評価 担当課 社会教育課

基本目標 5 文化の振興 外部
検証
評価

見直し･改善

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 17 生きがいと共生、文化芸術活動の推進

施
策
方
針

地域の人々が、郷土の文化を愛し、生きがいを感じられるような文化活動
や創作活動を支援します。また、質の高い芸術に触れる機会を提供するこ
とで豊かな心を育むとともに、市民参加型による芸術創作活動に取り組め
る環境づくりをします。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる
 「ミュージックフェスタ　in　KAIZU」を開催し、子どもから
成人まで多くの市民に出演や来場してもらえました。今後も市民
参加型による芸術創作活動として市民創作ミュージカルの本公演
を盛り上げていくとともに、市民が質の高い芸術にふれる機会の
創出を進めていきます。

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

市内の文化団体登録者数 1,557人 1,465人 1,700人

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①市民文化活動への支援

取
組
目
標

　文化団体が行う活動は、これに参加する人たちが生きがいを見いだし、自己表現のできる機
会をつくるとともに、文化レベルの向上につないでいくことができます。このため、成果発表
をする活躍の場を提供し、活動しやすい環境づくりに努めます。

年
度
計
画

　文化協会をはじめとする文化団体が行う活動に対して、補助金等の支援を行
います。文化展を開催し、文化作品を発表する機会の提供を図ります。

内部評価

ー
○実

績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　文化協会の活動に対し、適切に補助金交付を行い、アドバイス等の支援を行
いました。また、文化展を開催し、市民から作品３７５点が出展され、多くの
方に来場していただけました。
　（開催日：令和元年１０月２５日～２７日、来場者：１，４５２人）

課
題

　文化協会をはじめ文化団体・サークルへの参加者が減少しており、文化事業
に関わりやすい環境づくりを支援する検討が必要です。また、文化展の来場者
を増やすために、開催方法を検討します。

◎ 十分達成

②文化や芸術に親しむ機会の提供

取
組
目
標

　情緒豊かな心を育み感性を高めるため、幼少期から優れた文化芸術に触れ合う機会を提供し
ます。

年
度
計
画

　子どもから大人まで市民誰もが質の高い文化芸術に触れ合える機会を提供し
ていきます。また、文化庁が実施する「文化芸術による子供育成総合事業（巡
回公演事業）」を小中学校に情報提供し、子どもたちが文化芸術に触れ合う機
会を提供していきます。

内部評価

ー
×実

績
成
果

　過去にはオーケストラのコンサートやプロ劇団のミュージカルなどの質の高い芸術に
市民が触れることができる機会を設けてきたが、予算確保することができず、平成２９
年度をもって事業を中止しており、以後事業を実施することができません。
 「文化芸術による子供育成総合事業」については、小中学校に情報を提供することが
できました。
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△ やや不十分

× 達成できず

③市民参加型による芸術創作活動の奨励

取
組
目
標

　多くの市民がともに創ることの喜びや生きがいを感じられるように、主体的に企画・創作す
る文化芸術活動を奨励し、推進に努めます。

課
題

　行政による芸術文化事業の開催を進めるとともに、市民や市内団体など民間
による文化芸術に触れ合う機会の創出の在り方についても考えます。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

★
◎実

績
成
果

　市民創作ミュージカルを企画し、ワークショップやプレ公演を通じて、市民
が文化芸術活動に参加することができました。ワークショップ（6月22日から
11月30日まで23回、参加者延べ人数528人）、プレ公演（12月1日、来場
者数697人）

年
度
計
画

　市民創作ミュージカルのワークショップやプレ公演を通して、市民が文化芸
術活動に参加できる機会を提供していきます。

内部評価

× 達成できず

④多様な文化芸術活動の支援

取
組
目
標

　文化芸術活動の活性化と人材育成を図るため、音楽や演劇をはじめとする様々な文化芸術活
動を積極的に支援します。

年
度
計
画

課
題

　市民創作ミュージカルを翌年度も実施予定であり、より多くの市民に参加し
てもらえるように情報発信に努めます。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

　創設３年目を迎えるかいづっち合唱団の活動を市民に広く知ってもらうこと
で、団員の数を増やすとともに、子どもたちが音楽活動に参加できる環境を継
続していきます。

内部評価

ー

課
題

　音楽や演劇をはじめとする様々な文化芸術活動に参加できるように合唱団運
営を行っていますが、将来的には市民や民間の中で活動を持続できるような体
制づくりを検討する必要があります。

◎ 十分達成

○実
績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　３年目を迎えたかいづっち合唱団の活動の姿を「ミュージックフェスタ ｉ
ｎ ＫＡＩＺＵ」や「社会を明るくする運動」において、その歌声やダンスを
披露し、多くの市民に活動を知っていただくことができました。
　かいづっち合唱団団員数（Ｈ２９：１７人、Ｈ３０：３０人、Ｒ１：３６人
各年度末時点）

市民創作ミュージカル

かいづっち合唱団＆ながら児童合唱団
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施策の総合点検評価 担当課 スポーツ課

基本目標 6 スポーツ活動の振興 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 18 スポーツ活動の充実

施
策
方
針

市民が健康で活力のある生活が送れるように、各々のライフスタイルやラ
イフステージに応じた、参加できるスポーツ活動の機会を提供します。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる
　スポーツやイベントは、天候により参加者数が大きく左右され
るため、実施の判断が難しいですが、周知方法の工夫や計画的な
進行により計画した事業が概ね実施できました。市報やチラシで
のPRや、関係団体との連絡協議等、さらなる機会の提供を行っ
ていきます。

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

体育大会　参加者数 1,143人 943人 1,500人

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①子どものスポーツ活動の推進

取
組
目
標

　子どもの健全育成のため、スポーツ少年団や学校部活動などスポーツの活動の場となる団体
等の活動を支援します。

年
度
計
画

　スポーツ少年団活動やスポーツの競技力の向上と選手育成の支援及び、若年
層からの競技者確保と青少年の健全育成を目的に開催される大会の支援をしま
す。

内部評価

★
○実

績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　西濃地区の交流大会（１９人）・リーダー研修会（４人）への団員の参加
や、認定員養成講習会・指導者研修会に指導者を派遣し、指導員の育成支援を
行いました。

課
題

　少子化や生活環境の変化などの影響により団員数の減少が見られ、新規の団
員の確保が困難な状況にあります。

◎ 十分達成

②高齢者や障がい者スポーツ活動の推進

取
組
目
標

　室内でも気軽にできるスポーツ教室を開催し、高齢者や障がい者が楽しくスポーツに親しむ
機会を提供するよう努めます。

年
度
計
画

　スポーツ推進委員による軽スポーツ教室の開催や、市開催イベント等への協
力により、誰もが楽しくスポーツが出来るスポーツ活動の推進に努めます。

内部評価

ー
○実

績
成
果

　スポーツ推進員（20人）がワンバウンドふらば～るバレーボール・アキュ
ラシー・ボッチャなど、高齢者や障がい者対象の教室にも活かせるような種目
の体験を行いました。
　健康課と協力し、各種団体・サークルに出前講座（４回、参加人数６０人）
を実施し、軽スポーツによる健康維持を呼びかけました。

-49-



△ やや不十分

× 達成できず

③市民参加型スポーツ活動の推進

取
組
目
標

　体育協会、スポーツ推進委員と連携して、各種スポーツ大会を開催するなど、地域を核とし
たスポーツ大会の内容の充実を図り、だれもが気軽に楽しめる市民参加型のスポーツ行事を開
催します。

課
題

　開催する軽スポーツや運動会などの行事は、幅広い世代の市民を対象として
おりますが、高齢者や障がい者により多く参加してもらう必要があります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

ー

○実
績
成
果

　下多度、城山、石津地区において各地区の役員とともに軽スポーツ大会を開
催し、お年寄りから子どもまで約300人の参加、平田地区運動会では、約
650人の参加があり、世代を超えた交流ができました。
　海津市スポーツ推進委員連絡協議会による海津市タスポニー交流大会が開催
され、約80人の参加があり、楽しんでもらえました。
　かいづっちマラソン大会では、３６８人の参加があり、市体育協会、スポー
ツ推進委員をはじめ各種団体の協力を得て開催することができ、大勢の市民の
参加があり、各競技に興味を持ってもらえました。

年
度
計
画

　体育協会・スポーツ推進委員との連携により、各種スポーツ大会・軽スポー
ツ教室等を開催し、スポーツ活動の推進に努めます。

内部評価

× 達成できず

④スポーツ観戦機会の創出

取
組
目
標

「みる」スポーツを通して、さらに市民のスポーツに対する意識高揚を図るため、ボート、カ
ヌー及びトライアスロン競技など本市の特徴的なスポーツ環境を生かし、スポーツ観戦機会を
創出し、競技への関心を高めます。

年
度
計
画

課
題

　下多度、城山、石津地区の軽スポーツ大会が参加者の減少などで縮小傾向と
なっています。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

　地域の活性化と市民のスポーツ意識向上の啓発を図り、本市の特徴的なス
ポーツ環境を生かした、長良川サービスセンターで開催される全日本中学選手
権競漕大会の開催など、スポーツ観戦機会を創出し競技への関心を高めます。

内部評価

★

課
題

　市民の競技への関心は高まっておりますが、市民の競技参加にはつながって
いません。

◎ 十分達成

○実
績
成
果

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　昨年度に引き続き、長良川サービスセンターにおいて全日本中学選手権競漕
大会を参加者約1,450人の規模で開催し、市民の観戦機会を創出することがで
きました。
　長良川国際トライアスロン大会への支援を行い、参加者約500人の規模で開
催され、競技への関心を高めることができました。

レガッタ大会（長良川サービスセンター）
全日本中学選手権競漕大会
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施策の総合点検評価 担当課 スポーツ課

基本目標 6 スポーツ活動の振興 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当
見直し・改善
縮小・休止
廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 19 スポーツ施設・備品の充実

施
策
方
針

市民が気軽で安全かつ快適にスポーツ活動ができるように、施設の充実を
図ります。また、スポーツ備品の充実を図り、貸出しにより市民や団体の
スポーツ活動への参加を支援します。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる
　市内のスポーツ施設については、老朽化の修繕や環境改善を予
算範囲の中で適宜行っていますが、施設の充実を図るため、整理
統合も含めた施設配置の適正化を検討していきます。
　廃止した5地区体育館について、体育館施設の取り壊しに向け
て地元自治会等と協議を継続していきます。

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①体育施設の充実

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

スポーツ推進委員の活動回数 37回/年 35回/年 40回/年

②スポーツ備品の充実
取
組
目
標

　市民や団体のスポーツ活動を支援するため、スポーツ備品の充実を図り、出前講座などを通
じてスポーツ備品である貸出品を利用した軽スポーツ教室を開催していきます。

年
度
計
画

★

取
組
目
標

　社会体育施設の計画的な統廃合を進め、利用者が安全で快適にスポーツを楽しめるように環
境づくりを進めるとともに施設の長寿命化とグラウンド・ゴルフ場の拡充を目指します。ま
た、市民が身近な場所でスポーツを楽しめるよう、教育施設のスポーツ開放を継続的に進めま
す。

年
度
計
画

　各施設の運営管理及び、施設改修工事・修繕工事等実施、スポーツを楽しめ
るように環境づくりに努めます。南濃グラウンド・ゴルフ場の拡張工事を実施
し、市民が身近な場所でスポーツを楽しめるよう施設の充実に努めます。

内部評価

課
題

　スポーツ備品の貸出について、さらなる周知が必要です。

◎

　スポーツ活動の支援をするため、スポーツ備品の貸出・充実に努めます。ま
た、出前講座による軽スポーツ教室を開催します。

内部評価

ー
○実

績
成
果

十分達成
○ おおむね達成
△ やや不十分
× 達成できず

　南濃南部テニスコート支柱および南濃グラウンド野球得点板を購入し、スポーツ
備品の充実を図りました。
　スポーツ推進委員との連携により軽スポーツ教室を開催し、延べ1,415人の参
加を得ました。

△ やや不十分

× 達成できず

課
題

　平田体育館の耐震補強、海津グラウンド及び南濃テニスコート等の改修が必
要です。
　廃止した5地区体育館について、取壊しに向けて地元自治会等と協議を継続
していきます。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

○実
績
成
果

　グラウンド・ゴルフ協会から要望があったグラウンド・ゴルフ場の拡張工事を行
い、新たに8ホールのコースを整備しました。
　平田グラウンドの修繕や、各体育施設の照明、スポーツ用器具など、延べ約30
か所の修繕を行い、長寿命化を図るとともにスポーツ施設の環境改善を図ることが
できました。
　施設の老朽化ならびに利用者減少のため、地元自治会と協議を進め、5地区体育
館を廃止しました。
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施策の総合点検評価 担当課 スポーツ課

基本目標 6 スポーツ活動の振興 外部
検証
評価

継続･妥当

継続・妥当

見直し・改善

縮小・休止

廃止検討

１．施策の進捗状況の評価と理由および方向性

進捗評価区分 評　価 進捗評価理由および今後の方向性など

施　　策 20 スポーツ指導者・団体の育成

施
策
方
針

体育協会などの既存のスポーツ団体及び総合型地域スポーツクラブの活動
を支援します。また、スポーツ指導者研修の充実を図ります。

評
価
段
階

拡充・推進

A
A 予定どおり進んでいる

B 少し遅れている

C 大幅に遅れている

S 予定以上に進んでいる

　スポーツ推進計画を見直しました。中学部活動・クラブの社会
人コーチを確保できるよう、指導者バンクの設立を検討していき
ます。

２．参考とする指標（第2次　海津市総合計画より）

成　果　指　標 策定時（H27） 実績値（Ｒ1） 目標値（R3）

－ ー ー ー

３．基本施策に関する評価シート（★は令和元年度の重点的な取り組み）

①スポーツ団体の育成

取
組
目
標

　体育協会などのスポーツ団体及び総合型地域スポーツクラブの活動を継続して支援しつつ、
競技団体などの統廃合・法人化を検討し、持続可能な組織への転換を支援します。

年
度
計
画

　スポーツ活動や各種スポーツの競技力向上と選手育成を行う団体活動を支援
します。

内部評価

★
○実

績
成
果

　体育協会に補助を行い、事務指導などの面において支援を行い、クラブ運営
の推進を行いました。
　2つの地域スポーツクラブに対し、県事業により事務指導などの面において
支援を行い、クラブ運営の充実を図ることができました。

おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

課
題

　各団体の活動のみで、横のつながりが弱い状況です。

◎ 十分達成

○

単位スポーツ少年団の組織（日本スポーツ協会資料）
南濃スポーツクラブ
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②指導者の育成と確保及び活用

ー
○実

績
成
果

　スポーツ少年団認定員養成講習会・指導者研修会に指導者を派遣し、指導員
の育成を行いました。

取
組
目
標

　スポーツ指導者に対する研修を充実し資質の向上を図り、市民ニーズに合った指導が行われ
るように指導者間の情報交換や情報共有を進めます。また、教職員の働き方改革の推進に伴い
部活動のクラブ化を関係機関と連携し検討します。

年
度
計
画

　スポーツ指導者の研修の情報提供・情報共有を図り、指導者の育成と資質向
上に努めます。また、学校部活動のクラブ化の検討を計画的に行います。

内部評価

課
題

　スポーツ指導者の確保については、指導者資格が競技により多種多様であり、競技指
導者の適正な人材を図るためにも指導者資格の全体像を整理し必要な情報を提示する必
要があります。市内には、指導者バンクのような制度がないため、特に、中学生の部活
動・クラブの社会人コーチは、適正な人材確保が課題であります。

◎ 十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

③競技スポーツ活動の支援

取
組
目
標

　本市出身の世界で活躍が期待される五輪選手や五輪候補選手を支援します。特に東京2020
オリンピック・パラリンピックを重点的に応援します。

年
度
計
画

課
題

　視察を受け入れるも、今のところ具体的な成果はなく、当初想定していたよ
りも各国の動きが活発化していません。また、コロナ禍により3月に五輪の開
催が延期になったことで、動きがさらに停滞しています。

◎

　東京五輪事前キャンプ誘致を実施します。また、オリンピック選考大会等の
現場での応援やパブリックビューイングでの応援を行います。

内部評価

★
○実

績
成
果

十分達成

○ おおむね達成

△ やや不十分

× 達成できず

　4月にポーランドボート連盟、ポーランドカヌー連盟の視察受け入れを行い
ました。また、本市出身の世界で活躍が期待される五輪候補選手のパブリック
ビューイングを開催しました。

オリンピック選考（安藤友香選手 海津市出身） オリンピック事前キャンプ誘致
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教育委員会の施策 

外 部 評 価 

Ⅳ
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(１)外部評価一覧表
第2次海津市教育振興基本計画　　「基本目標」

【基　本　目　標　の　施　策】 担当課

基　本　施　策 外部評価

② 小学校との連携

③ 配慮が必要な子どもへの支援

「基本目標１」　子ども・子育て支援の充実

【施策１】　就学前教育・保育の総合的な提供 こども課

① 認定こども園における幼児教育の推進

継続・妥当

【施策２】　子育て家庭への支援の充実 こども課

① 多様な子育て支援サービスの充実

継続・妥当② 相談体制の充実

④ 就学前教育・保育施設の整備

⑤ 保育教諭の資質向上

③ 情報提供の充実

「基本目標２」　学校教育の充実

【施策３】　生きる力を育む教育の推進 学校教育課

① 「軸」を明確にした学校経営の推進

⑦ 外国語活動の充実

⑧ キャリア教育の推進

⑤ 学びに向かう力を高める取組の充実

⑥ 多様なニーズを要する子どもに対応した教育機会の充実

継続・妥当

② 確かな学力を身につけることで「生きる力」を育む指導の充実

③ 基礎的な知識・技能を着実に身につける指導や取組の充実

④ 思考力・判断力・表現力などを育成する指導や取組の充実

② 教育環境における情報機器設備の充実

③ 安全な通学路の確保

⑨ 郷土学習の推進

【施策４】　教育環境の整備・充実

【施策6】　教職員の資質の向上 学校教育課

① 「海津市教育のスタンダード」の活用

【施策５】　豊かな心の育成 学校教育課

① 道徳教育の充実

継続・妥当② 多様な体験活動の推進

⑤ 子どもと向き合う時間の確保

継続・妥当
② 教職員研修の充実

③ 特別支援教育に関わる教職員の研修

④ 研究授業や公開授業、交流授業などの促進

教育総務課・学校教育課

① 学校施設の老朽化対策及び長寿命化対策の推進

継続・妥当

③ 人権同和教育の推進

【施策8】　児童・生徒の減少に伴う課題の検討 教育総務課

① 海津市小中学校の適正規模等に関する検討委員会の設置と協議 継続・妥当

⑤ 学校における事務負担の軽減

⑥ 給食の提供における緊急対応

継続・妥当

② 学校給食の充実

③ 学校給食の衛生管理と事故防止の徹底

④ 学校給食センターの効率的な運用・整備

【施策7】　学校給食の充実及び食育の推進 教育総務課(給食ｾﾝﾀｰ)

① 地域全体で取組む食育の推進

「基本目標３」　生涯学習環境の整備・充実

【施策９】　継続的な学習・交流の場の形成 社会教育課

① 生涯学習ニーズの把握

継続・妥当② 学習情報の収集・整備

③ 社会教育施設などの整備とネットワーク化
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【基　本　目　標　の　施　策】 担当課

基　本　施　策 外部評価

第2次海津市教育振興基本計画　　「基本目標」

【施策11】　新たな学習活動への支援 社会教育課

①

「基本目標３」　生涯学習環境の整備・充実

【施策１0】　多様な学習機会の提供 社会教育課

① 生涯学習活動と指導者の育成

継続・妥当②

学習活動を支援する人材の活用

継続・妥当② 高齢者のもつ技能の伝承

③ 学習機会の充実

生涯学習の意識啓発

③ 図書館や歴史民俗資料館などの学習機関の機能充実

子どもの生活習慣の確立に向けた支援

③ 組織的な活動の充実

④ 青少年教育の充実と地域社会の教育力の向上

【施策12】　地域で進める青少年の健全育成 社会教育課

① 「こども健全育成指針」の推進

継続・妥当
②

交流教育の充実
継続・妥当

② 多文化共生の推進

子育て学習の提供と家庭教育相談体制の充実

③ 地域と連携した活動の充実

【施策14】　地域間交流・多文化共生の推進 社会教育課

①

【施策13】　家庭と地域の教育力向上の推進 社会教育課

① 「あたりまえ」のことができる家庭教育支援」の推進

継続・妥当②

文化財や伝統芸能の資料収集及び調査研究

③ 文化資源の活用

④ 文化財指定基準の運用

「基本目標５」　文化の振興

【施策15】　文化の継承と発展 社会教育課

① 指定文化財の保存・保護活用、後継者の育成

継続・妥当
②

【施策17】　生きがいと共生、文化芸術活動の推進 社会教育課

① 市民文化活動への支援

【施策16】　豊かな自然と文化財を愛する心の育成 社会教育課

① 文化財の情報発信と周知

継続・妥当② 自然・歴史資源の発見と活用

見直し・改善
② 文化や芸術に親しむ機会の提供

③ 市民参加型による芸術創作活動の奨励

④ 多様な文化芸術活動の支援

③ 歴史民俗資料館運営の充実

市民参加型スポーツ活動の推進

「基本目標６」　スポーツ活動の振興

【施策18】　スポーツ活動の充実 スポーツ課

① 子どものスポーツ活動の推進

継続・妥当

④ スポーツ観戦機会の創出

「基本目標４」　青少年の健全育成・地域交流の推進

【施策19】　スポーツ施設・備品の充実 スポーツ課

① 体育施設の充実
継続・妥当

継続・妥当② 指導者の育成と確保及び活用

③ 競技スポーツ活動の支援

② スポーツ備品の充実

【施策20】　スポーツ指導者・団体の育成 スポーツ課

① スポーツ団体の育成

② 高齢者や障がい者スポーツ活動の推進

③
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（２）外部評価（学識経験者による意見）         
岐阜大学教授 

                                   小林 一貴

海津市教育委員会点検評価について 

「令和元年度教育委員会の事務に関する点検評価報告書」に基づき、基本目標とそれぞれの

施策について意見を述べさせていただきます。

基本目標１の中の施策１について、未就学児の教育が重要なテーマとなる中、子供同士の交

流など丁寧な取り組みがなされており、今後とも教諭の負担とならない取り組みのあり方を検

討していただければと思います。施策２については、子育て支援サイトや官民協働ガイド作成

など関係者が具体的な方向性を共有できるような積極的な取り組みが進められています。

基本目標２の中の施策３に関しては、多様な学習の形態と機会が設けられており、引き続き

充実した取り組みが求められます。ＩＣＴ機器については幅広い学習につながる活用を期待し

ます。施策４については、教育施設の改修、教育機器の整備、通学路の環境整備など重要な取

り組みが行われています。施策５については、さまざまな活動を通した適切な取り組みが行わ

れています。施策６に関しては、幅広い観点から授業改善の取り組みが行われています。「子

どもと向き合う時間の確保」のために業務の見直しを引き続きお願いしたいと思います。施策

７では、「食」を通して地域へ世界へと視野を広げ、「食」の重要性を体感し身に付ける取り組

みがなされています。施策８では、課題を正面から見据えて適切な対応がとられています。

基本目標３における施策９では、受講者数に課題はあるとされていますが、市民が集いなが

ら身近で幅広い学習の機会が保障されるように引き続き努めていただければと思います。施策

１０について、図書館の運営は幅広く丁寧な協議を通じて行われています。教育、文化、産業

など多様な市民の目線をさらに組み入れていただければと思います。施策１１では、児童を対

象とした学習機会を積極的に設けています。指導者の協力や育成、研修を含めて、教える側と

学ぶ側の双方にとっての生涯学習が展開されていくことを期待いたします。

基本目標４において、施策１２では情報機器の扱いなど青少年の健全育成に直結する課題に

対して、地域レベルの継続的な取り組みがなされています。子ども会活動の負担とならないよ

うな工夫もできるとよいと考えます。施策１３では、家庭と地域の教育力向上、世代間交流な

どこれからの時代に欠かすことのできない重要な取り組みが行われています。施策１４につい

て、交流活動が盛んに行われており市民の意識や関心が高い施策となっています。

基本目標５の中の施策１５では、文化財や自然に接し継承する取り組みが世代を超えて行わ

れています。施策１６については、いずれの活動も盛況であり参加者の関心の更なる高まりに

期待いたします。施策１７では、課題をふまえてこれまでの取り組みを継承しつつ、地元出身

者や学生の発表の場などを含めた新たな視点を模索する必要もあると考えます。

基本目標６の施策１８では、世代間の交流を含めた積極的な取り組みが展開されています。

さまざまな方の参加が可能となるような企画、運営に期待をいたします。施策１９に関して

は、施設面での難しい課題もありますが、利用者との情報共有を図りながら、安全で充実した

活動の継続に結びつけていただきたいと思います。施策２０について、スポーツ指導者育成は

学校教育との関係からも重要であり、競技間の連帯を含めた拡充に期待をいたします。
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